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點

に

あ

る
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わ

れ

名

O
.

ゾ
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ま
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國

そ

除

く

四

十

九

ケ

國

が.
印

し

た
^
で
.あ
る

か

ら
-

「

多

數

講

和」

と

呼

ん

で

も

結

鞲

だ

が

、

多

數
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を

積

み

寓

ね

て

い

つ

て
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面
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茗
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營
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三
£
學
#
雜
誌
‘第
四
十
四
卷
'
第
十
ニ
號
■ 

ゾ
.
： 

.
二 

(

七
0
四〕 

調
印
さ
れ
、
さ
ら
•に
ジ
づ
い
'て
オ
タ
ヮ
に
お
^
て
北
，大
P'
洋
條
約
の
理
事
會
が
開
如
.

4
、

.西
歐
防
衞
同
贬
の
..强
化
‘が
促
進
ざ
れ
た
と
と 

ば
、

「

共
塵
勢
力
を
封
じ
込
む
.

」

と
’：s
う
ア
メ
;J
カ
を
中
.心
、と

す

る

西

歐

陣

營
•o
世
界
政
策
の
進
艰
を
物
語
名
も
の
で
.あ
つ
て
、
對
H
講 

和
の
■性
格
は
、
.か

か

る

，ア

メ

リ

カ

主

導

.の
反
共
防
衞
體
刺
の「

環
と
.し
て
理
解
さ
れ
.ね
ぼ
於
ら
ぬ
。
.

*

,

こ
こ
に
•も

ケ

，一
つ
、

注
！！！

ぺ
.き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ヴ
ド
、
ビ
ル
マ
.^ -
國
が
參
加
を
.拒
ん
だ
こ
と
と
、
中
國
が
招
か
れ
な
か
つ
た 

こ
と
.で
あ
る
0
.朿
煎
で
調
印
1
た
國
は
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
,"
イ
：ン
ド
ネ
>

ア
、
パ
キ
ス
タ
ン)

セ

イ

ロ

ン
等
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
. 

批
准
が
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
調
印
國
は
殆
ん
を
ア
ジ
ア
大
陸
周
邊
の
島
で
あ
づ
て
、、
ア
ジ
ア
大
陸
の
殆
ん
ど
が
參
加
し
て
い
な
、
 

い
。
人
ロ
か
ち
見
て
も
調
印
國
は
東
蓝
人
ロ
の
約
ニ
割
に
す
ぎ
ず
ヽ
’
そ
ひ
太
部
分
が
參
抓
し
て
^

^
い
。

.つ

ま

り
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に
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和
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な
ら
ぬ
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この
！！

和

條

約.に
た
い
す
.る
ア
ジ
ア
諸
國
民
の
反
響
は
、
T
ジ
T
に
位
置
じ
、.
ア
ジ
、ア

に

生

活

圏

を

も

つ

日

本

と

し

て

充

分

心

得

•て
お 

か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ア
ジ
ア
說
國
民
の
不
滿
は
、
國
に
よ
つ
て
色
々
で
あ
る
が
、
こ
'れ
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
も
の
は
、「

ア
ジ
ア
人
の
ア
ジ
‘ 

ア」

と
い
う
立
場
か
ら
、
.ア
ジ
ア
の
平
和
を
ね
が
う
眞
情
に
發
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
各
新
聞
を
通
じ
て
、
對
13
講

和

を

「

甶
包
人
. 

秫
の
，條

約

」

ン
で
あ
る
と1
、
カ
ル
力
ッ
ク

.

の
有
力
紙(
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
，

ス
タ」

ン
ダ
ー
ド〕

は「

米
國
は
中
共
お
よ
び
ソ
連
と
.の
和
解
の
出
來 

な
い
對
立
.の
故
に
、
栩
東
に
對
し
て
帝
國
主
義
的
政
策
を
と
つ
て
い
る」

，と
公
然
非
難
し
-、
、
ま

た

ボ

ン

べ
..イ
の
フ
リ
！ 

•

ブ
レ
。
，

ジ
ャ 

1
ナ
ル
は
、
.米
國
が「

栩
束
を
米
ソ
紛
爭
の
中
心」

と
す
名
こ
と
の
な
い
よ

，う
に
瞥
吿
し
て
い
る(

朝
日
新
聞
九

•

八〕

中
國
、_

フ
ィ

リ
ッ 

'ピ
べ
ン
s
:v
'^
ン
F
ネ
.'ッ

蓄

ル

^'
^̂ 

と
は
當
然
. 

%

.

权
.

各

が

、
へ
麻
艰
を
關

,

$

み

な
5 :
^

、
：
本

グ̂

展
办
今
後
に
對
ず
る
高
^

心
向
ば
：粮
に
洼
目
さ
換
ね
ぼ
&'
6:
_

。「

ぁ
_

:

は
ッ
^
乘

中

國(

中

典)

の
參
加
を
求
め
、
領
土
問
題
で
は
過
去
の
國
.

協
定
の
釋
を
促
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
か
か
名
講
和
こ
そ
東
通

に

永
镜 

的
平
和
を
齋
ら
す
と
の
願
望
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
ア
ジ
ア
は
昔
日
の
ア
ジ
ア
で
な
く
な
つ
.

た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬV
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如
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講

和
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約

通

苷

0
敗

靴

國̂

對
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各

種

制

限
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-5
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^
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觅

れ

ば0-
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寬
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對

伊

講

和

條

約

と

此

較

，し

'て
も
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そ
れ
に
^-
;
,ら
.れ
た
5

^
の
制
.限
條
嗔
は
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
復 

(

、窗

1

、

遨
冻
_
太
聰
_

蘼
務
、
■

■
視
：の
ヾ
修
纂
^
な
：：燦

_

前
文
：
,

1 :
1 :
:

の
| ;
;
則
：兑
1«
:
#/
/
人
：權
_

_
茚
的
»{
_
^
^
^
 ̂

,
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: ^
—

■
;

蘭
雨
,

办
肩
造
,-
,
_

^

.

.
潘

し

で

儒

，
響
す
る
左
ぅ
乾
:^

れ
：て*
:

る
だ
：け
_

吃
名
^
^
^
^
^
^

ィ
タ
リ
I

の
場
合
•と
は
格
段
の
違
い
で
あ
^

。
s

g
fH

に
つ
い
て
も
日
本
.
經
濟
の
存
史
»]
*

-

能
.な
限
度
内
で
と
い
ぅ
こ
と
に
な
つ
て
い
^

.

o

す
：

■:
. 

で

に

は

本

の

民

生

化

は_完
了

し

た

も

の

と

見

る

ア

，メ

リ

カ

の

立

場

か

ら

す

れ

ば

、
，
こ

れ

で

ょ

い

か

も

知

れ

ぬ

が

、

ィ

ギ

リ

ス

を

始

め

、

.特

'

に

束

露

國
£

い
5

、
か

金

見

方

は

管

甘

5

も

Q
a
i

し

W
-
S

气
つ
ま
り
戰
後
外
か
ら
與
え
ら
れ
た
■

化

を

旱

人
i

消
；^

へ
;

し
て
寒
ら
'

ず
：ハ
：そ
の
.

社
會
的
後
進
頌
_

猶
：裏

■

^

m .
:

國
主
：義
の
..復
活 

，
等
の
危
險
を
懸
念
し
て
.
お
り
、
經
濟
的
，£
.

は
チ
\

フ
.

，.
レ
：丨
'

バ
ー
と
，ダ
.

^

い
る
。

ア
メ

リ
'
力

で

さ

え

も

か

か 

象
解
が
少
く
な
い
。'
r

九
四
六
年
ボ
丨
レ
丨
賠
償
使
節
團
に
隨
行
し
て
調
f

行
.

つ
た
ジ
ョ
'

シ
^

.

.デ
ユ
ボ
ブ
は

r

對

晶

和

條

i

は
'

.( 

結
局
、
逆
効
艰
を
も
た
ら
す
か
も
知
れ
な
い
ゲ…

：^ -

ま
ま
'

で
何
も
の
も
.

日

本

，の

財

輒

を

効

果

的

に

破

壞

し

、
な

か

つ

た

。

そ

し

て

講

和

條 

約
中
に
は
こ
倉
的
の
た
め
の
規
定
は
何
も
な
；S

..
L

-

と
い
つ
て
、
R

本
の
財
闕
復
活
と
、
加
エ
賠
償
ガ
式
が
そ
の
終
了
後
翌
後
進
國
を
：
：

.

-W

び
H

本
に
從
胤
せ
し
め
る
危
險
に
つ
い
て
跳M
吿
し
て
い
る
。

■
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力
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5

念
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ぬ
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社

會

と

經

窗

お

け

羞

主

化
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程

度
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關
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講
和
と
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濟
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へ
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%
■
■
讓
1

み
；寒
■

■

も
通

遞
,:
#
種
：達

！

^

_

儀
淑
應
操
_

1

.ぇ
吝
礴
慮
か
ら
伏
線
的
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.°

就
中
注
目
す
べ
き
は
第
'/
\

條
に
>
け
苓
サ
ン
•
ク
ヱ
ル
マ
ン
H

ア
ン
n

レ
ィ 

の
諸
條
菸

(

一.
九

i 

^

よ
^

權
益
の
放
m :
t

あ
る
。
,

こ
，れ

は

西

南

ア
'

フ
W

力
*
の
コ
ン
ゴ
ー

盆
地
に
お
け
る
商

品

の

輸

出

入

の

自

由

及

:,

確
看
规
爾
獨
的
響
妙
_

及
欢
寄
翁
.
の

處

凑

馨

漏

：_

霞
嘗
«

_

—

醫
載
へ
^

_

由
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
.

で
K

か
ら
、
こ
の
權
益
を
失
ぅ
こ
と
は
、；
こ
の
方
面
•

の.
重
要
な
市
場
を
放
棄
す
る
.

こ
と
'

と
な
る
o

.
英
國
唏 

業
者
の
，利
益
は
こ
れ
に
よ
つ
て
大
い
に
守
ら
れ
た
こ
と
と
な
.
る
。
通
商
航
海
條
約
に
■
おいても相務的形式ではあるが、钔
手
パ 

ー：國
览
'«

惠
顧
待
感
を
寒
漱
:1
,

徵
て
.̂'
^

亊
；國
が
緣
勝
光
»

_

份
場
#

ば
%

求
が
^

數
漱
1̂
^

^

£

*

と
.象 

:
'f
e

義

い

：
て
.
.猶

太

き̂

不
1

も

灰

务

可

能

性
_

あ
'1

:#
だ

最
-̂
'

赞

酿̂

の
財
産
ま
で
が
浚
收
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
て
いK

3
點
で
あ
る
。

‘ 

,

.

,

.

(

三)

對
n

講
和
の
核
心
點
と
も
い
ぅ
べ
き
も
の
は
前
に
ふ
れ
た
如
く
、
日
米
安
全
保
障
倐
約
に
あ
る
こ
と
。
と
れ
は
.

講
和
條
約
第
五


條b

 

項
及
び
第
六
條
A

項
に
基
い
て
別
個
に
調
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
•
る
が
、
.

前
文
及
び
本
文
五
條
の
頗
^

簡
單
な
も
C D
.

で
、
外
國
侵
略
に 

,

對
ず
：る
: «

銜
也
內
亂
:'
'
:
.

(

外
國
：_

唆
：に
：
ょ
ル
ゼ
鎭
囊
；の

1

的
め
耘
^

そ
も
ら
ぅ
と
い
ゲ
條
切
で
'

あ

芯
.°

フ
ラ
ン
ス
の
ル
•
モ
ン
ド
紙
記
者
ロ
ベ
ー
ル
.

ギ
ラ
ン
が
朝
0

:

新
聞
ハ
九
.一

〇〕

で
指
摘
し
て
ハ
る
よ 

く

、
，す

べ

て

行

政

協

®

織

'
ね
て
お
り
、
條
約
存
續
期
限
も
日
本
の
安
全
保
障
が
宠
分H

な
つ
た
と
日
米
双
方
が
認
め
I

秦

U
1

ハ
う

こ
と
で
あ
つ
て
明
記
が
な
い
と
と
、
日
米
の
翌
馨
で
は
な
く
一
 

方
的
に
H

本
於
ア
メ
リ
カ
の
保
護
を
う
’
.け
る
.

も
の
で
あ
名
こ
と
、
、
そ 

ハ
の
俱
體
_

_

_

;/
«

載

妨
::
:

.

.

&め
_

0

: «
_

僵
截
に
廣
_

て
- -

'成
せ

1
め

ら

れ

て

行

く

も

の

と

い

う

こ

と

等

に

あ

，る.°
’
 

.
‘

ゾ 

.

/
-
-
. 

- 

. 

. 

-
,
. 

• 

.

.

. 

.

.

.

.-
 

■ 

■ 

■ 

; 

. 

■
■
■

-
.
-
-
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._

_

_

_

_

_

- ■ 

,
v
.
,
' 

-
- 

I 

- 

. 

. 

- 
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■ 

■ 

.
:

，ら
れ
f

 

?

、
協
定
せ
ず
、
，
ま
だ
龙
軍
は
日
本
皇
地
と
し
て
各
地
S

、動
的
に
出
動
す
t

Q

で
あ
り
、
蠢

擎

兵

力

量

も

平

時 

.

, ^

非
常
清
_

彌
_

: *

自
: *
© ;
-:
$

の
；の̂

_

|

釭

爱
_

同
藥
^

^

^

盗

•
‘五
S

っ
で
I

〕

の
權
服
は
頗
A

大
き
く
、
-

H

米
兩
國
に
亂
し
て
强
力
な
勸
告
權
f

つ
。
k

l

の
北
大
：

S

洋
條
約
に
お
け
基
地
. 

银

度

と

は

招

質

，が

評

異

り

、

米

比

養

に

類

似

し

て

.

い
て
、
米
軍
の
地
位
は
ょ
i

り
弥
力
で
‘

あ
り
、
使
用
亂
設
の
範
圍
も
大
き
く
、
.
日
本
國 

内
排
.

^

^

^

遞
揮
表
來
冒
％
洛
% .
^

教
猶
»

: «
^

%

1 :

年
赌
^

他
_

馨
农
ぬ
觀
^
_
暫

に
現
れ
て
來
る
と
い
う
性
質
の
.

も
の
の
如
く
思
わ
れ
るo

,
.

な
お
、
米
軍
は
治
外
法
權
を
も
た
ず
、

，
裁

判

權

は

鄹

人

主

義

に

ょ

る

0

わ
が

;

國

谓

货̂

^

1

: 1
.

:
; 1
1 :

徽
■

1

1

1

淨
1 :
:
:
深

こ̂

で

あ

る(

朝̂
-
1

新̂

九
.

ニ
九
、
攻
京
新
間
ー
〇

.

ニ〕

0 

' 

. 

^

:
1

_

灘
_

1

:1
: 1
1

疆

i '
_

_

: l
^

:
.
.; 1

玉
；戀

遞 
_

考
_

1

潰

薩
: 1

1

:1
'

_

|

1 :

麻

ャ

雄

生

道_

權

諫
_

变

馨

含::
1

:

-:
^

雜

論

懂
1

^

'

い
う
こ
と
で
あ
る
。
J

全
'

保
障
條
約
そ
の
も
の
が
、
s

f

議
會
£

發

表

農

ず

、
國
民
は
調
裳
'
崎
'めH

知
I

れ

，た

次

第

な

の

に

-、

:

^

レ
;;
^

; »
_

^

|

|
: ^

_

§

_

曝
^

猶̂

^

;.
^

;̂
*

_

*

^

_

_

歡
_

«

^

‘

.

講
f

 

本

舞

■ 

.
- 
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‘•'
.

/■
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.

-

こ

，

..
'

.

.

.

:

五
,

.

(

七
0

七〕
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三

愈

雜

誌-
第
四
十
四
卷
-

笫
十
二
號’

ぐ

，

_

■

六

(

七
0

人
ノ
 

. 

,

ど

う

い

う

手

段

で

や

、
る
か
は
，
大

體

想

像

が

.っ

-,
<

し

、
、
吉

田

首

相
'

の
從
來
の
考
咣
方
か
ら
刹
斷
で
れ
ば
、
稗
軍
備
を
妨
げ
て
い
る
も
の
は
鹫 

質
的
に
は
經
濟
力
の
限
界
だ
け
な
の
で
あ
っ
て
、"•
經
濟
琪
情
が
許
せ
ば
再
軍
備
を
す
る
と
い
う
こ
4

な
の
で
は
あ
名
ま
い
か
。
旣

に
- F
-K 

做
と
は
い
わ
ぬ
^

豫
備
隊
及
び
#

上
保
安
廳
士
い
う
形
で
•

財
政
の
許
す
限
り
で
，の「

慕

」

.

譲
が
作
ら
れ
っ

っ
あ

き
と

、
ァ
メ

リ 

「

.

セ
：ヵ
' «

の
豫
墙
碧
亦
洛
.
素
薄
沈
: ^
8

^

«

敗
康
暴
_

^ :

勝
.

取
開
猶
_

§

^

^

^

寒
^ '

乾
で
：梦

务

靜
: #
_

極
.

^

^
^ :

漱
.

 

Q

 

0 

濟
斯
情
さ
え
’
考
え
て
い
ら
れ
な
く
な
-
る
で
あ
ろ
う
.。

.
、

，
•

•
 

 ̂

. 

. 

、
 

.

.

'

、

，

■ 

っ
ま
り
講
和
は「

寬
大」

で
は
れ
っ
.

た
が
、.
そ
の
代
償
と
-1
:

て
單
微
講
和
と
い
う
本
質
的
11
:

大
^

:

を
う
け
'

と
り
、
こ
の
账
件
の
下
4
 

お
け
る
グ
レ
ス
氏
P

い
わ
ゆ
‘
る
3 1
-

興
空
狀
態」

.

の

前

提

に

應

ず

る

た

，め

に

、

.

外
國
軍
隊
の
期
限
の
定
め
な
き
駐
贤
、
M

に
は
極
東
戰
略
の 

た
め
基
地
貸
與
、
經
濟
が
同
復
す
含
從
い
財
政

Q
?

限
，各

Q

再
軍
備
.
と.

5

羞

犬

任

觀

奚

っ
I

I

、っ
た
と
；̂

べ
き
で
あ 

る
.0「

眞
察
狀
態」

の
假
說
は
"

力

H
'

は
.
力
を
も
っ
て
對
す
る
以
外
に
道
な
し
’と
の
假
訛
の
上
に
立
っ
た「

.權

カ

政

治」

の
.

ヶ
.湯
の
匕
の 

考
え
方
.
で
あ
- 0

ぃ
で
、

j

方
に
力
の
眞
空
狀
態
が
出
來
I

ば

直

ち

に

他

方

，の

力

が

侵

人

し

て

來

各

.と

い

う

ヵ

舉

的

考

え

方

令

人

間

社

會

に

適 

用
し
た
も
の
で
f

、
こ
れ
だ
け
が
現
實
的
理
論
で
な
い
こ
と
は
い
う
嗦
で
も
な
泣
、
ア
メ
•リ
ヵ
が
A

戰
で
現
實
に
•

採
用
し
て
い
。る
位 

:
■■
'

界政
策
％
滿謂謂
今蝴の
他孤的
對立

_

¥

‘

定
す
名
か
、
現
社
食
機
^

を
維
持
防
衛
す
^

か
變
革
す
.

る
か
と
い
う
社
會
歷
史
の
根
本
問
題
を
め
ぐ
る
對
立
に
.
ほ
か
な
ら
な
いO

サ
‘會
經 

濟
體
制
と
か
隙
級
關
係
と
か
い
う
佌
界
史
發
展
の
根
本
問
題
は
、.
單
に「

办」

の
み
で
解
決
さ
^

る
問
題
で
は
な
い
，。
ス
ラ
ン
ス
革
命
を 

.

始
め
過
去
の
質
が
.
こ
れ
を
實
證
し
て
い
る
よ
う
に
、
武
力
や
權
力
は
社
會
の
醫
を
阻
む
こ
と
は
遂
に
出
來
な
か
づ
た
の
で
I

O

 

‘ 

S

)

對

2：

講
和
條
約
は
條
史
が
頗
る
簡
單
で
つ
て
、
對
#

條
約
の
約
三
分
の
一
に
す
ぎ
ず
ヽ
^

偾
問
題
ソ
通
商
航
海
^

;g
、

漁
業 

:
べ
協
定
を
始
め
、̂

種
.
％

:!
!

耍
调
_

对
何
れ
も
今
，

g

各

國
.^

日
本
:̂

の
偭
別
的
衮
夢
ぬ
錄
洛
翁
て
^

_

.情勢：の急
殊
に
昨
年

$

ー

貧

中

藝

勇

軍.の

動

亂

介

入

以

來

の

：事

_
の
'緊

追

に

應

ゥ

て':
>日

本
0:
箪

事

的

重

著

置€

.

.
• 

f

 
-

-

 

.

 
■

 

■

'
 

-

 

.

 

-

 

*

•

 

-

 

-

 

•

 

> 

,
 

.

 

■ 

.

.

.

.業

的

潜

在

カ

,

日

本

め

飯

!9
:;

餘

务「

人

的
^ .

源
'-
-

等

の
.條

件

か

ら

見：

P

 

?
:防

街

カ

と

し

，
て

協

カ

せ

じ
め
う
る
そ
の

潜

在

的

j

は
忿
：

.

.

.

.

.

.

... 

• 

. 

•
• 

• 

- . 

• 、
 
. * 

、
 
.
. 

. 

.

.

-
 

. 

. 

•
•
'
. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

速
に
高
ま
つ
た
。
，
六
年
に
わ
た
る
占
領
狀
態
の
ま
ま
で
協
力
せ
し
め
る
匕
と
は
政
治
的
に
‘不
得
策
で
あ
る
。
、講
和
を
む
す
び
：

「
自
主
的」

■ 

■ 

: 

- 

、
，

■

-
 

-
,
'
. 

.

.

. 

- 

一

<

; 

.

.

. 

.

. 

.

.

. 

V- 

. 

•

に
協
力
せ
し
f

體
f

至
急
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
對
.日
講
和
を
こ
の
.ょ
.う
'に
I

M

還
で
ぁ
ろ
う
し
、
I

 

ま
り
個
別
交
涉
と
い
う
手
續
き
を
と
づ
て
米
英
案
を
作
成
し
、
.調

印

の

み

：の
.講

和

會

讓

を

開

べ

に

賓

つ

だ

原

因

.で

も
:-
4
>ろ(

う

で
- #
つ
.て
._各
一 

國
0
見

解

を

宠

分

共

同
#'
■
す
^'
餘

裕

故_ぐ

フ

各

曝©
求

勝

と'す
芩
む
^
が
し
.いft
'
題

比

务

ど

杞

讓

力
3 

、

..

(

.：
 

.
.
.
.
.

■ 

.

.

. 

.

.

.

. 

- 

ノ
 

-「 

.

. 

. 

V. 

:

.

 

- 

- 

. 

- 

- .
.
.
:■
、
 

-
■
.'
.

け
る
た
め
に
か
か
^
簡
m
な
條
約
に
な
つ
た
も
の
と
考
え
る
。
調
印
が
終
つ
て
か
ら
、
ジ
々
丨
ナ
リ
ズ
ム
が
、

n

講
和
！r

題

は

；こ
れ
か
ら 

始
る」

と
か
、
或
は
講
和
條
約
は「

そ
こ
に
含
t
れ
た
問
題
ょ
り
も
、
そ
，

u

か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
の
•方
.が
興
味
，深

い

」

と

か

、
■
い
み
じ 

く
も
；if
f
し
て
い
た
：が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
だ
け
に
各
種
の
重
要
問
題
は
今
後
.の
折
衝
に
'■か

か
つ
て
：

s

•る

と

い
う
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
國 

際
情
勢
の
動
尚
に
ょ
つ
て
著
し
く
充
右
さ
れ
^

で
ぁ
ろ
う
と
い
う
こ
，と
が
ま
た
重
要
點
で
ぁ
る
。 

I
、

.

-

:

-

:

■

.

'

.

.一
-ぐ
-

從
っ
て
不
確
定
要
因
ば
か
り
が
山
積
し
て
い
る
抓
日
本
經
濟
.に
脔
す
も
の
と
し
て
次
の
二
つ
の
.‘間

題

だ

け

は

確

定

的

で

'あ

る

と

い

え

よ

く

ゼ
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;
-
;
:
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ン
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-

:-
;

-

 ̂
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-
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.
::
•
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- 
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-*
:
•
'■'
■
•
、
v
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:
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'
'
.
v

-
ご 

o
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:
■.
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:
.-.

.

.

ニ
' 

r
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'
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V 

• 

• 

• 
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' 

' 
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.
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.

.
'
• 

♦
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- 
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.

. 

.
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-
- 

• 

- 

- 
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: 

•
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■

第
お
に
講
和
迄
伴
ぅ
嫌
償
：
，

—

.
:障
養
忙
伴
戈
阪
衞
分
擔
金
等
.0 .

軍
康
#

^

»

が
漸
增
：1;^
_

な

纖

置

％

权

蓉

貧

擔

：：
^

作

:̂
本

坐

靡

的
_

^

氐
0

^

•:
. 

- 

. 

.
,■
- 

‘ 

： 
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t
l
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E

舉

螽

誌
.第
四
十
四
卷
.'

第
十
ニ
跳 

.
バ
 

八
.

(

ヒ
1

0〕

ル
レ
.

汲
.
ガ
.
運
'
税
氧
擔
と
な
つ
て
日
沐
經
濟
隹
マ
バ
ナ
ス
.(
D

影
灣
を
及
於
す
と
い
う
ゼ
と
-

で
あ
辕
更
に
.

日
米
經
爽
協
ヵ
と
再
軍
帮
の
方
«|
'

. 

は
、
單
に
不
坐
產
的
支
出
の
‘

量
的
な
影
響
汔
う
の
み
で
は
な
'
く
、
日
.
本
產
業
ぼ
造
の
質
敗
性
格
に
'
集
阶
な
影
響
'
を
興
ぇ
、

「

日
本
經 

濟
の
軍
謝
化」

と
い
う
最
も
重
大
な
變
化
を
齎
す
で
あ
ろ
う
‘

と
い
う
點
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
亂
は
本
藤
の
电
題
を
な
す
も
の
で
あ
つ

て
後
章
に
お
い
て
重
點
的
に
取
扱
う
こ
と
と
す
^'
9

.

’ 

'

•

 

. 

•* 

* 

' 

, 

• 

_

そ
の
众
霞
は
色
々
報
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
、大蔵
将
侧
の

^

欺
的
意
见
と
し
て
は
、

.來
印
度
鐵
览
，

£

許
上
す
る
講
和
關
係
敢
と
し
て
、

.

約I
f

千
億
を
豫

' 

あ
し
て
い
，る

=
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
來

¥

賓
國
段
所
得
豫
觉
四

.
兆
八
千
億
冏
の
西
％
に
常
リ
、
日
本
經
濟
の
づ
ラ
ン
ス
維
持
の
限
界
點
に
達
し
て

い
る
。

H

盤

S

乃
5

慕

、
連
爲
紫
補
偾

S

、
外
倩

i

兀
利
支
拂

S

乃
i

‘
w

傲
、

加
入
拂
i

s

、
取
人
證
か

:

、
救

濟

西

九

十

丑

馨

合

訏

七

邁

乃

至

九

1

、
㈡
豫
備
隊
、
海
上
#
篇
横
張
费
六
百
五
十
億
、
防
衞
分
擔
金
三
i

十

傥

乃

至

春

傥

、

こ
れ
ら 

治
安
、
4
微

贺

合

計

一

千

值

乃

至

，
一

千

I
I

西

做

、
3

•ら
.に
戰
後
の
乃
メ
リ
力
.の
對
日
援
助
致
約
ニ
十
偾
卯
が
倩
務
で
あ
る
と
い
う
と
-と
，も
傳
ぇ
ら
れ
、
、

； 

.

こ

れ

，
は

赔

偾

卵

題

や

今

後

の

2
:米
協
ヵ
と
か
ら
'ん
だ
微
妙
な
'政
治
的
舍
み
も
あ
る
樣
播
で
ヽ
こ
れ
ら
は

何
れ
%-
全
く
豫
测
を
許
さ
ぬ
も
の
で
あ
り
、

そ
の
多
く
が
1
芈
限
'»
;
で
な
く
今
後
漸
％
す
る
.性
質
の
も
の
.で
.あ
る
。
た
^
現
水
準
の
國
民
所
得
で
は
そ
の
三
多
卽
ち
一
千
，五
，百
傥
程
度
、が

か

か

る

不
- 

生
產
的
灾
出
の
.限
界
點
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

バ

' 

c

i

i

)

,l
l

に
.
は
單
獨
講
和
の
代
償
と
し
て
中
國
市
'#

を
失
い
、
そ
の
代
り
の
原
料
、
商
品
市
場
と
し
て
東
南
ァ
ジ
ァ
と
辕
ぴ
つ
^
て
. ;

つ
 

行
か
•

け
.

ぬ
^

い
.

海
廉
布
場
轉
換
..；：爾

發

舊

與
.

«

顧
布
«

.

化
擧
エ
業
用
原
料
鹽
、
大
五
等
々
を
ァ
，メ
リ
か
を
始
め
と
す
、る
遠
隔
地
取
場
、に

求

こ

と

と

な

つ

た

が

、
s
^
§ 

:

て
對
米
依
存
は
著
し
か
っ
た
.

が(

對
日
援
助
が
ぁ
れ
ぱ
こ
そ
こ
の
關
係
ネ
成
り
立
ち
得
だ
が
、
對

I
E

援
助
が
打
切
ら
吖
C

は
、
7

メ
だ
力V

.

 

ー
か
ら
.

潔
''
^

順
料
胁
: «
^ ^
:;
1

,

_

4

資
米
輸
出
'|
±

霉
#

: «
:

暮

裳
.
逢

^

_

事
情
^

«
低

級
^
呔

遷

灘

導

遍_
澈

' ^
'*
^
不
メ
.
4カ
：市

場

卦

體

が

：過

爾

で

輸

池

る
こ
と
|

に
迤
い
て
日
本
經
濟
自
立
の
市
場
的
甚
盤
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
こ
の
.こ
と
.は

弗

不

足

と

し

て

現

れ

.
:

ン.
.

.

-

.
>>
.
.
. 

.

.

.

.

.

•:
. 

.
.,
•:,
.
'
• 

-
パ」

.

.

.

.
••
;
.
. 

- 

.
•
.
.

へ
..
/

.
、
：
.
.
.

•.
'
•;■
•
. 

- 

V
. 

'
V 
一

.
 

...■■
::.し

.

.

. 

.

し
：
*
- 一
 

'
.
.
.
. 

:
.
-
. 

.

.
*
•
,
-
.

■'•
:
'•
.
,
'
-
:
. 
一-
*
"
-

る
。
つ
ま
り
日
本
は
現
在
ア
メ
リ
カ
か
ら
原
料
を
輸
-A
b
て
‘ア
ジ
ア
特
に
ポ
ン
ド
®
に

輸

出

す

名

貿

易

關

膝

に

お

か

れ

て

い

，
る
た
め
に
-
、

‘ 
.■'
.
 

:'
■■■
‘'

■

-

 

'
.
.パ
パ'
.:'
.
' :

r.
.
-
.
v
'.
.
.1'
'
'.-
-

.

.
V 

• 

.

■.
■.
,
.
.
■.
V
-
.
-
'
.
. 

. 

. 

-
.
'

■.
-■
:

,■
■.
.
,
:
-
レ
，-.
.
-
-■
'
-■
.;■
-ニ;-
'
.

■〔'

■. 
.
.
.
.
.

,

.

ま
た
弗
と
ポ
ン
ド
の
自
由
な
交
換
が
出
來
ぬ
琪
情
に
.あるために、弗
不
足
抓
著
し
い
。

れ
を
ア
メ
の
對

m

贤
助
が
埋
め
て
.來
た 

‘
の
で
あ
る
か
ち
、
と
.れ
が
tr
切
ら
れ
允
今
後
は
ど
i
し
て
も
對
泶
原
料
依
存
を
他
に
轉
換
し
尨
け
れ
ば
國
際
收
支
が
黑
字
に
な
っ
て
も
弗 

不
足
と
い
ぅ
問
題
が
解
決
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

.
ぐ

.

.

'

:

'
 

^

中
國
帘
場
；

Q:

霞

^

^
い
丈
&
色
_

■
評
價
■
廳

て
は
戰
後
の
4

常
に
制
限
さ
れ
た
質
易
實
績
を
以
て
こ
れ
‘
を
過
少
評
贤
す
る
こ
.と——

た
と
.
え
ば
サ
ン
，フ
ラ
y

シ
ス
コ
に
お
け
る
吉
HI

酋
相
侦
說 

%

に
：は
多
汝S

問
題
が
：あ
^
3

密

國

拟

纖

.
'©
長
期
：;̂
允
た
^
i

.

石
内
憑

終

結

を

晃
：て
,
：；新
政
權
の
經
濟
®

が
遒
展
^
 ̂

め
た
と
こ
ろ
で
あ
•り
、
そ
の
性
格
は
戰
前
、•
戰
時
中
と
は
|

變
1

つ
つ
あ
名
。
從
つ
て
中
國
布
場
そ
れ
自
體
と
し
て
見
れ
ば
、>

の
今
後 

の
可
能
牲
は
大
き
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
.な
い
0

.

わ
が
國
に
と
.
つ
て
は
過
，去
の
永
い
歷
史
的
經
濟
關
係
は
さ
て
お
い
て
も
、
•何
ょ
り
も 

最
も
近
距
離
の
鐵
鋼
原
料
、
原
既
鹽
、
大
豆
等
の
源
料
市
場
た
る
の
み
な
ら
ず
、
、鐵
鋼
製
品
、
各
種
機
械
類
、
化
學
エ
業
品
、
織
f

等
ぐ 

の
美
行
の
深
い
販
资
市
場
で
あ
り
中
國
人
ロ
が
來
か
總
人
ロ
の
約
半
分
?:
-占
め
て
い
る
.

こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
殊
に
中
國 

、
:o
麓

靈

設

め

.求
：め
：务
生
_
M:
あ

勸

畫

業

め■
:

化

學

：

H

業

北

友

妒

ホ

度：_

い
レ
べ.
ル

と

そ

の

政

治

的

不

，安

定

を

考

え

名

時

に

は

、

こ
れ
、と

中

國

取

場

と

を

同

，

j

水
準
で
論
ず
る
こ
と
は
出
來
な
いo 

.V 

•

,

.
然
し
中
國
市
場
は
中
弗
被
權
下
，に
そ
、の
性
格
を1

變
し
っ
っ
あ
り
ノ
國
營
貿
易
の
體
制
下
に
い
わ
^,

名
づ
平
等
3:

利」

..の
原
則
で
對
等 

の
立
：場
犯
*

漱
|

:

質
廣
玄
求
办
七
£

冬
ザ
¥;

尨
.

5

^

ば
鐵
鋼
瓶
”



ー
ニ
如
职
傳
雜
誌
第
四
十
四
卷
.
第
十
二
號 

、
.

一
〇

(

七
て
O' 

品
を
蜇
點
的
に
輸
入
す
ジ
立
献
を
‘と
づ
て
い
を
,0
#,

っ
で
沖
國
側
の
求
め
^

骷
目
は
-^
の
灰
く
が
戰
略
物
資
輸
肚
禁
止
勝
匱
に
抵
觸
す
名 

も
の
で
あ
る
。
•

で
あ
る
か
ら
中
國
‘
市
場
の
大
き
な
可
能
性
に
f

も
か
か
^

ら
ず
、
一
一
っ”
の
世
界
の
體
制
的
矛
盾
が
中
國
實
易
の
.障
碍
と
な
っ 

"

て
.

ハ
る
.0

先
ず
中
共
の
質
'

^

政
策
を
昆
れ
ば
、わ
か
る
様
に
、
わ
が
國
が
過
炎
の
如
き
對
«

民
地
賀
易
、の
甘
夢
を
认
て
と
れ
に
臨
ん
だ
の
で
.

.

は
、
中
國
市
場
の
可
能
性
が
，わ
が
國
’
に
‘
開
か
れ
ぬ
こ
と
は
い
5

吏
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
東
南
ア
3

ア
質
易
に
っ
い
て
も
同
様
で
あ 

る
。
2

!

本
'
の
中
阈
政
策
を
ふ
り
か
え
っ
、.て
見
る
と
、
わ
が
國
は
.

い
0.

も
中
國
の
前
進
の
方
向
を
.

潘
解
せ
ず
、
っ
ね
に
そ
の
進
步
.を
阻
む
勢 

力
と
結
び
っ
き
、‘
そ
の
前
進
の
足
を
う
し
，ろ
へ
、ひ
っ
ぱ
る
ょ
う
な
反
動
的
態
度
を
も
っ
て
臨
ん
で
來
た
來
め
に
あ
の
ょ
う
な
悲
慘
な
結
末
、
 

を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
講
和
後
中
國
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
國
と
交
際
女
開
く
に
當
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
過
ち
を
く
り
か
え 

し
て
は
な
ら
な
い
。

’ 

■ 

っ
ぎ
.
に
單
獨
講
和
と
商
寶
は
別
だ
か
ら
と
い
う
見
方
か
ら
中
國
質
易
の
前
途
を
樂
襯
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
な
^

。
中
共
.を
承
認
し
て
い
'
' 

.

る
英
國
に
對
し
.
て
さ
え
、
中
共
は「

英
國
が
臺
北
の
領
事
館
を
閉
鎖
し
て
い
な
い」

と
い
う
理
由
か
ら
英
國
と
の
取
引
を
積
極
化
む
ょ
う
. 

.

と
し
な
い
位
で
あ
る
。
魏
に
桑
滞
講
和
と
典
。
中
國
に
は
日
貨
排
斤
運
動
さ
え
起
つ
て
い
る
と
德
え
ら
れ
る
。

■

、

.

へ
昨
年
末
：の
_

中
敗
_

账
_

资
輸
出
禁
取
截
_

_

复

は

大

打
_

だ

反
: ^
|
;
殊
_
谨

に

漱

遷

貿
易
停
止
の
狀
態
に
.あ
‘っ
た

。

咋

年

禾

の

輸

出

禁

止

ま

で

は

貿

易

額

は

終

戰

後

始

め

て

見

る

增

加

振

り

で

あ

っ

た

し

、
貿

易

方

式

も

エ

ス

:.
,
。 

ク
ロ 

•
パ
ー
グ
I 

(

日
本
が
中
國
か
>
先
§
に
輸
人
し
へ
て
そ
れ
の
种
锫
後
は
じ
め
て
日
本
か
ら
輸
出
す
る
方
式)

で
有
利
で
あ
つ
太
。

こ
の
た
あ
輸
-'
. 

出
禁
止
の
際
は
日
本
側
の
輸
出
す
べ
き
も
办
で
履
行
出
來
な
く
な
っ
•た

も

の

は

三

苜

三

十

萬

弗

に

も

及

ん

だ

。

こ

の

た

め

.^
の
後
は
逆
に 

:

.
#
.井

側

：が:0
本

.の«
出

先

待

を

求

；め

务

こ
^
^-
&

り
^

:

*近

.に̂

^
ぽ
^

^
ロ2
o'
歡

出

.が

解|

¥
办

、.
.更

£
:
軍

尊

級

賓

、
fe
略
物
資
を
：
.. 

輸
出
し
てC

な
い
と
い
う
保
證
の
下
で
の
ケ
ム
修
芷
法
の
日
本
適
用
除
外
が
傳
看
れ
.る
に
至
つ
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
政
治
情
勢
を
反
：
.

映
し
.

て
中
國
貿
晶
は
不
振
を
極
め
；て
；い
每
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
；い
：冬

-0
.中
國
.
の
最
近
©

• 

. 

. 

.

. .
.
.

 

. 

• 

• 

-
. 

0 

.
 

.

.

.

. 

.

產
圈
と
の
質
易
此
率
が
急
激
に
擴
大
じ
、.
.西
歐
圈
の
比
率
は
こ
れ
に
我
ら
れ
っ
っ
あ
る
。
冷
戰
の
深
化
に
伴
ぅ
二
っ
の
世
界
1

裂
は
經
. 

濟
の
崗
然
的
交
流
を
も
否
應
な
し
^

.

一
一
分
せ
し
め
て
行
き
っ
っ
，あ
る
の
で
あ
っ
て
、
.
頭
力
な
國
際
政
治
ガ
に
J

石
經
濟
圈
の
分
裂
に
ょ
.っ

て
I

た
大
i

經
濟
的
S

Q

管

を
何

と

か
s

t

Q

と

麗

I
.
Q

如
く
右
往
、
塞

し

W

い

含
■

情
I

f

。

>

-

0

中

阐

と

の

贸

易

は

戦

前

わ

が

國

の

愉

出

の

二

制

乃

至

四

分

の

一

の

迅

埂

地

位

を

占

玖

て

い

た

こ

と

-は
い

ぅ

ま

で

な

い

が

ハ

戰

後

は

；著

し

ぐ

減

少

卞
 

.

’
た

0

そ

れ

が

」

昨

苹

か

，ら

冏

復

し

始

i

て
、咋

/*
ホ

度

は

急

テ

ン

•ホ
で

伸

張

し

た

。

然

し

な

お

月

平

均

贸

易

額

六

7 1
沆
艰
程
，度

で

戰

前

水

準

か

：ら

見

れ

ば

遙 

か

に

低

か

っ

た

。

た

^
こ

\
で

•注

U
せ
ね
ば
な

‘ら
ぬ

こ

と

は

鍅

鋼

業

を

纸

頭

と

し

.、て
昨

部

度

の

わ

が

國

av
化

學

H

業

の

魚

傲

な

發

肢

に

麥

っ

て

は

安

い

- 

中

阀

妨

料

の

輸

人

が

少

な

か

ら

ざ

る

役

割

を

侦

じ

て

い

た

と

い

^
こ
と
で

.あ
る

。

咋

#
1

’丨
九

月

||
|
1

}
の

わ

が

刚

鐵

鑛

石

命

輸

入

の

五

八

、̂

.
1

:
—
-
十

1
1 

.

乃

(|
{
]粘
紡

炎

金

輸

人

の

七

0 -
^
ヽ

ま

た

同

期

問

鐵

銦

命

輸

出

の

四

0

%
と

い

ぅ

逾

褪

地

位

を

そ

れ

が

占

め

て

い

た

の

で

’あ
る

。

ソ

|
ダH

業

の

菽

礎

原

,. 

料

た

る

鹽

の

輸

入

2

—

九

&

,の
ニ
六

^
も

中

陴

鹽

，で

あ

っ

た

。

中

阈

か

ら

’の
輸

入

原

料

.は
近

跗

離

輸

送

.を
铬

一

肢

闪

と

し

て

こ

れ

ら

：を

現

布
の
ァ 

メ

リ

ヵ

等

の

遠

隔

地

か

ら

輸

人

す

る

柺

<
1-
|に
比
し

.て
逾

か

に

染

い

。

次
表

^
见

ら

忙

る

.樣
に

、

昨

/*
や
七

H
開

餵

说

が

日

本

涪

値

で

ト

ン

常

り

.十
一
卵
で 

'
あ
っ
た
時
に
米
设
は
十
七
卯
で
あ
っ
た
。
屮
阈
设
は
束
炭
に

'比
し

.て
/£
'
分

が

多

い

が

ヽ

—

間

滕

炭

1

七

|
八
％

、

米

M

炎

七

l

l

o

^

l
こ 

れ

ら

の

赞

盖

を

考

處

K
人
九
て

.も

#/
.割

^
で
あ
っ

-

た

o
'鐵
鑛

W
にっいて

I
赉

港

鱭

出

の

屮

阈

輸

入

原

料

は

マ

レ

ー
や
フ
ィ
リ
ッ
ピ

 

の
ょ
り
铆
农 

'

で

あ

ク

た

。

そ

れ

が

咋

¥
十

1
1
月

六

=
の

屮

國

贸

易

禁

輸

以

來

輸

人

が

-杜
絕

し

た

0
、
.
一
方
励
亂
と
世

界

的

軋

领

の

影

，響

で

屮

碘

原

料

に

代

る

ァ

メ

リ

ヵ

、
 

典

他

の

M
料

.,

.
?
.
似

格

は

急

騰

レ

^,
な

か

で

も

運

货

の

^
㈱
が
#

に
游
し

く
.そ

>
だ

け

遠

隔

地

緣

人

の

も

の

は

削

高

と

上

っ

た

。

本

芈

五

米

炎

は

ト
 

ン

常

り

三

0

•六
卯

、

印

度

炭

は

.ニ

.五

.
ニ

卯
、

織

鑛

.石
に

.っ
い

て

は

本

芈

四

乃

ァ

•メ
リ

•力
-も
や

は

二

四

ニ

.ー
卵
ヽ
，
同

五

另

>コ
ァ

.

(

印

度

。ホ
ル
ト
ガ
ル 

,

制
ノ 

•
1

兆

、

マ
レ

I
l

1. 1

卯
、
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン

7

一
ハ

*九
卵

と

な

リ

ハ

#

p經
山

‘中
國

4

の
，も

滴

ぐ

は

な

っ

た

が

な

お

一.

四

#
で

"
取

依

他

. 

£
11
1
ま
っ
て
い
る
？
ま
た¥
料

鹽

も

遠

涖

鹽

は

迦

货

尚

で

急

騰

し

大

き

な

問

題

を

化

极

エ

業

界

に

與

ぇ

た

0

，
っ
ま
り

こ

れ

ら

l
te
l
料

ど

す

る

鐵

_

業

を
 

は
じ
め

.货
化

^
:丄
業

が

游

レ

い

影

#
を
ぅ
け
た
之
と
は
い

.ぅ
ま

で

も

な

い

。

將
に

'鐵
銅

'の
値

上

^
'は
こ

れ

を

材

料

と

す

機̂

械

、

名

船

、

3t
£
輛

等

の

茁 

,

講 

fJ
2

•本
經

濟

", 

 ̂

. 

. 
• 

• 

:

、

、

r

‘ 
■

(

七 I 
三

〕

,
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H
HI
摩
脅
雜
訪
、
第
四
十
四
卷
浓
十
’n

跋

.

:

.

パ

.

‘
.

’

.一

ニ

(

七
ー
四
：
}

丁
：業
に
^

^
に
原
料
高
の
带
.
を
も
た
，£>
冲
0
;昨
部
，七

か

ら

腿

.落
銅
村
の
©

が
、は
ず
さ
.れ
た
が
>'
そ
の
後
一
苹
間
に
お
け
る
値
.上
い
を
八
幡
姐
値
に 

っ
い
て
见
；
と

摊

纲(

|
九
，ミ
リ)

は
^

©
の
ニ
.
七
依
、'

_椒

2

.
六
ミ
リ
^

は
ニ
ン
九
倍
と
か
っ
て
い
-
る
。
ベ
.
ル
ギ
ー
を
始
め
英
、
.佛

、
.
四

獨
 

筇
は
何
れ
も
グ
ー
ル
制
筇
の
統
制
描
碎
に
な
0
鐵
銅
の
1
:杓
似
格
と
輸
川
奶
格
の
时
に
部
常
の
弟
别
を
設
け
、
、ベ
V
ギ

ー

の

如

き

は

#

^

ト

ン

常

り

輸
 

、||
|
啊
格
,
1、四
0
卯
に
對
し
_
妁
似
格
は
‘八

四

郎

、

，於

國

は

輸

出

最

低

例

格

 

一
二
 

一
二
卵
に
對
し
阈
內
似
糈
は
七
六
卵
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
の
に
ゎ
が
_
 

で
は
輸
⑴
攸
格
ー
四
戈
卯
、

格j

1ニ
五
卵
で
そ
、の
即
き
は
殆
ん
ど
な
い
。
他
っ
で
ゎ
が
^
の
グ
ラ
'
ノ
ト
輸
出
が
.來

洧

ァ

'ジ

ァ

市

場

に

お

い

て

 ヽ

两
歐
と
の
入
礼
|职
讲
で
何
れ
も
敗
退
し
7—

-—
*
.般
に
1
米
似
格
に
比
し
て
ニ
剡
乃
用
五
剡
高
で
あ
っ
，た
一
:
—
特
谣
に
1
.い
て
さ
•、え

も

a
ン
マ
f
シ
ャ 

ル

•
ベ
ー
ス
で
の
詾
達
船
則
と
い
ふ
ァ
メ
丨
ヵ
€>
.
.新
方
#:
の
.下
で
苦
惱
；ゆ

|6
:
而
し
た
の
で
あ
&'
0

っ
ま
P

N
內
に
原
料
を
も
っ
歐
米
諸
阈
と
典
り
ヽ
原 

料
を
す
べ
て
•外
阈
に
仰
ぎ
、
=
:
,っ
遠
隔
呲
ょ
り
人
手
し
な
|

ば
な
ら
な
ぐ
'な
っ
た
ゎ
が
_

の
笊
:1
:
.業
が
、
如
郇
に
货
命
が
割
资
で
も
輸
入
股
料
高
の 

不
可
抗
カ
的
腮
迆
で
ヽ
國
灼
の
み
.で
は
處
骰
し
難
い
難
關
に
逯
济
し
た
も
の
ど
、ク
ゎ
ね
ば
な
ら
な
い
* 

r 

:

『

■

■

ゎ
が
蝴
の
銑
鐵
锻
造
瓰
侦
は
‘本
苹
九
只
十
2
:现
布
ト
ン
常
妙
七
.

7九
师
、、
そ
.の
<
,幡
姐
侦
は
，'八
〇
•
五
兆
.で
あ
る
が
、

ァ
.メ
リ
力
の
妞
値
は
五
一
卯 

ハ
べ
ル
ギ
ー
輸
川
們
格
八
八
卯
、
ィ
タ
リ
ー
輸s

似
格
七
八
卯
、
ィ
ギ
リ
.ス
輸
出
及
低
傾
格
三
ビ
ー
邪)

.
で
わ
‘
’か
阈
の
妞
俯
と
ァ
メ
リ
.力
の
そ
れ
と
の
開 

き
は」

！！剡
五
分
に
及
び
、
製
造
朌
愤
そ
の
1
の
が
飩
に
ァ
メ
リ
ヵ
迚
値
ょ
り
！1
1剡
も
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
と
こ
.ろ
で
銑
鐵
原
似
桃
成
屮
粘
轱
炭
ヽ
鐵 

鉞
石
、

マ
ジ
ガ
ン
等
の
姐
料
代
の
山
怂
る
剡
介
は
ヽ
戰
前(

昭
和
九
卬
八
幡
ゾ
に
化
い
て
へ
一
ハ
五•

七
^

•(

粘
結
炭
三
0 

•四
^
、
鑛
W
三 

一
•
四
多
、 

其
他
三
V
九
^〕

戰
後
の
③

に
お
い
て
も
略
孙
撒
諶
準
の
計
览
で
あ
っ
た
が
励
亂
後
こ
れ
が
蓊
聡
し
た
。
然
し
昨
邮
ま
だ
中
阔
炭
輸
入
常
時
は
な
お
七 

四
'
%前
後
で
ふ
っ
た
も
の
が
本
邮
六
パ
£
は
八
七
％

に
及
ん
で
お
り
、
特
に
粘
紹
炭
'0
剡
合
が
檄
咐
し
て
過
半
を
占
め
，る
.に
至
ら
、て
い
る
。
.こ
の
原
料 

•代
臉
货
の
侦
闪
の
#
 
一
 

•か
前
述
の
述
货
高
騰
に
あ
る
こ
と
は
、
布
の
原
㈣
⑩
成
中
に
ト
M
め
る
原
料
輸
送
贺
の
割
介
が
動
亂
前
の
二
割
以
下
か
ら
般
近
五 

,
削
近
く
に
上
外
し
て
い
る
こ
と
に
>
>ぅ
か
'̂
わ
れ
る
0 

、、
か

1
る
銑
鐵
俏
格
職
货
を
反
映
し
て
本
¥
九
月
十
2
:现
布
ヽ
厚
根G

ハ
ミ
リ〕
の

股

價(

ト
ン
常
り〕

は 

一
H
八
卵
、

八
幡
姐
侦
は
一
五
三
卯
ヽ
ァ

.

-
.
-
-
-
-
.
-
• ... 

. 

-
. 

. 

.
'

'.
- 

-
.
- 

.

.

孕
'
-
- 

:
--

メ
リ
力
姐
姐
は
八」

•
丑
卯
で
、
姐
倒
が
す
で
‘にK

メ
リ
力
姐
値
ょ
U
四
剡
も
上
廻
っ
て
お
9
、
•傅
板
C 

,六
ミ
リ〕

-に
至
っ
て
は
そ
の
职
怊
2



l

l

m^ i

僉
雜
誌
_
四
十
四
卷
笫
十
ニ
號 

,

、•  

ー
四
.〈

七
一
六〕

丑『

卯
：

5

は
■ァ
メ
，リ
ガ
姐
値(

七
九
• 

-

s
 

K
比
し
四
七
^
の
削
高
と
な
っ
て
い
る■

(

以
上
の
九
月
十
日
视
砟
1
:際
比
馏
數
字
は
何
れ
も
2:
本
鸫
濟 

新
間
十
月
1
朽
號
に
よ
る〕

0銅
村
の
代
表
た
る
槔
_
は
北
較
的
開
き
が
少
い
が
わ
が
1
:の
ト
ン
常
り
廣
造
拟
^

一
 

ニ
八
卯
、
姐
値
一
三
六
卯
、、
輸
川
俏 

格I

四
0
卯
に
對
し
へ
ァ
メ
リ
ヵ
、
ピ
ッ
ッ
バ
.丨
ク
本
^

1
]:
]
以

呼

停
.1
1
1惯
格
八
1
1兆
、
,輸
川
愤
格
，

(

太
：个
洋

燁

が,

0

”
2
:
0

九
七
卯
で
あ
る
。
魏 

蛾
か
ら
腮
延
製
.1
..1
!
め
0
0
に
茧
5-
ほ
ど
ァ
メ
リ
ヵ
と
の
開
き
が
欠
象
く
な
る
點
で
は
わ
が
國
の
侧
延
設
備
P
お
く
れ
て
い
る
と
と(

連

織

.•
!-
!
動

脈

延

機
 

は
八
赉
が
_
梹
州
、
廣
畑
が
原
配
州
^
!も
っ
に
，す
ぎ
ぬ
ル
、
ァ
9
リ
ヵ
で
呔
-こ
れ
亦
辨
及
し
1
い
る〕

..
を
妞
起
3
せ
る
が
何
よ
り
常
而
の
問
題
は
輸
入 

.原
料
高
の
矛
前
で
.
.あ
る
ぅ
.°
.た
.と
ぇ
，ば
あ
る
計
算
で
は
中
國
原
料
が
昨

¥
-の
：
よ
ぅ_:に
入
手
?-
!
1來
れ
ば
、
.
.
.
セ
れ
-と
ァ
メ
 

y
力
、
览
南
ア
、ジ
ァ
等
の
ぬ
料
を 

ま
ぜ
て
称
鋼
她
侦
は
现
‘衣
の
ト
ン
'常
リ1

三
六
卯
か
.らI 

二
〇
1̂

位
に
16
:
<'
'
下
げ
ぅ
る
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
0
銑
鐵
妨
似
の
八
.七
涔
’か
肢
料
代
で
ヽ
ァ 

、
メ
リ
力
の
姐
値
は
わ
が
阈
姐
低
の
七
.
0
%に
す
ぎ
ぬ
の
で
は
、
い
.か
に
残
さ
、れ
た
わ
づ
か
一
三
.̂
の
加
エ
赀
の
飩
阐
妁
で
合
现
^
し
て
％
、
妞
料
市
場 

即
題
を
解
'̂

し
’な
い
限
リ
ヽ
‘ア
メ
リ
ヵ
價
格
の
水
準
ま
で
こ
が
を
⑴
下
げ
名
と
-̂
:
'■ 

' 

'丨
：

た
'̂

こ
\
で
疑
刖
が
殘
名
の
は
ァ
メ
リ
ヵ
が
新
'#
爾
調
搜
の
拖
木
方
針
と
す
る
ユ
ン
マ
I
シ
■
■¥
.ル
•
ベ
、1
ス
と
は
il
-徽
的
に
何
を
意
哝
す
る
か
と
い

•

こ̂
と
で
あ
っ
て
、
ァ
メ
リ
ヵ
國
内
の
停
业
奶
格
趣
哗
の
も
の
と
す
れ
ば
以
上
の
如
く
な
る
が
ヽ
ベ
ル
ギ
|
_
材
似
格

-
A
れ
が
_
際
1̂
揚
仪
将
の

:

■標
準
.と
3-
:れ
'る
—

.と
す
.れ
ば
、
.前
記
■の
如
X
ベ
、
.ル.ギ
_
は

國

内

似

格

よ遙
：か
.
.に
J*
廻
^
.輸
狂
，r
格
を
^
,っ
て
い
■る
か
.ら
、
.
.
.
そ

^

#
雜
r

格 

(

F 

r
o 

•

B〕

.

.は

.わ
がM

の
そ
れ
と
同
じ
ぐ
一
.西
0
卵
で
.あ
.っ
て
開
き
は
な
い
。

.̂
ら
に
ア
.メ
.リ
.ヵ
'の
侉
止
俏
格
は̂
い
.が
ヽ
.グ
レ
I 
.
マ
ー
ヶ
ッ 

-ト
で
文
^
鋼
一
六
0.
卯
の
相
揚
を
傅
ぇ
ら
れ
る
。
わ
が
阈
の
鐵
鋼
業
が
輸
川
市
場
と
し
て
い
る
の
%
槪
ね
か
、
る
マ
ー
ヶ
ッ
ト
で
あ
■っ
た
。
わ
が
阀
の 

鐵
_
業
0
體
ヽ
球
に
銑
銅
1
Mの
三
大
メ 

.
1力
！
に
お
い
て
は
、
銑
鐵
の
採
筇
に
比
尙
含
み
が
あ
る
-播
様
で
あ
り
、
ま
た
世
界
取
横
經
濟
の
令
後
の
展 

開
2
紫
み
を
か
け
て
前
途
釭
樂
氍
し
文
い
る
樣
子
で
-あ
る
»か
、
何
よ
び
%
問
題
"な
.：の
ほ

高

次

加
エ
業
者
で
あ
-1
)
、
特
.に
機
械
エ
業
で.あ
る
。
こ
、
に
は 

KI
料
商
、
製
品
:̂

の
し
わ
が
强
く
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
特
锯
の
{女
い
調
雄
愤
於
と
/̂
料
高
の
問
に
あ
っ
で
、
機
械H

業
は
大H

業
か
ら
下
請
屮
小
工
業 

に
行
く
稗
、
打
の
し
，わ
よ
せ
が
ひ
ど
く
な
り
、
こ
れ
が
勞
倒
條
件
の
惡
化
ド
轉
稼
さ
れ
て
-い
る
の
で
-あ
る
^
鐵
钢
業
者
の
财
料
述
货
騰
贲
分
に
對
す
る 

補
耠
金
皮
^
要
求
も
雜
和
に
#
ぅ
财
政
资
擴
咐
太
見
透
しで、
實
瑰
は
覺
來
な
.く
、
：9
バ
ー
テ
イ
船
傭
船
、
.或
い
は
自
：_

•船
雄
造
等
の
對
笟
も
思
う
に
'

ま
か
せ
ず
、

3k
m

ア
ジ
ア
開
發
は
砧
急
に
間
に
合
わ
な
い
。
プ

•ラ
ン
ト
輸
出
も
の
に
對
し
て
鐵
銅
を

_

引
値
で
供
給
す
る
と
い
う
こ
と
は
货
現
.する
模 

様
で
あ

^

が
、
原
料
市
場

®

を
め
ぐ
る
以
上
の
迤
本
矛
府
は
依
然
と
し
て
殘
名
れ
て
い
る
の
で

.
あ
る
。、

次
ぎ
に
東
南
ア
ジ
ア
市
場
と
の
結
び
っ
き
の
前
途
に
っ
い
て
見
，れ
ば
、
こ
こ
.に
も
悲
觀
的
見
透
'し
の
方
が
有
力
で
あ
る
。
先
ず
第
一
に 

何
よ
り
こ
れ
ら
諸
國
办
.政
情
が
不
安
定
で
あ
り
、
民
度
も
低
く
市
場
の
興
行
も
淺
い
。
殊
に
•敵
に
述
べ
た
、よ
う
，な
東
南
ア
■ジ
ア
呙
族
の
自 

覺

は

、
何

處

に

办

い

て

も

經

濟

苒

建

計

畫

を

追

求

せ

し

め

，て

.お
り
、
そ
の
成
否
に
各
國
の
現
政
權
の
今
後
も
か
か
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ 

に
協
力
し
う
•る
贸
易
で
.な
け
れ
ば
歡
迎
さ
れ
な
い
。
こ
、こ
に
•お
い
て
も
售
'て
の
背
夢
は
む
さ
ぼ
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
經
濟
援
助
、
軍
事 

狻
助
等
の
資
金
を
た
よ
り
に
し
て
ア
メ
リ
カ
丨
日
本
-
:
南̂
ア
ジ
ア
開
發
のI

I

想
が
日
米
經
濟
協
力
の
新
展
開
と
し
て
企
て
ら
れ
て
い
る 

'.
-
'が
う
衞
惙
-

”

激̂

靈

發

眷

僅

妒

の

書

が
&
ち

れ

名

斧

け

セ

：

'.
.

:

;

"

.

,■
の

結

論

とI

X

G

.

-

H

 

.

Q

か
ら
發
表
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
.開
藤
資
金
は
先
ず
現
地
の
.民
間
資
本
を
集
が
る
と
と
、
第

二

に

日

本
’

の
域
間
資
本
を
動
員
す
る
こ
と
、
最
後
に
«

本
の
政
府
資
金
と
い
う
こ
と
で
あ
.

っ
て
、
先
ず
日
本
が
自
力
で
開
發
紀
努
力
せ
よ
、
そ
の
成

.

.

.

.

.

. 

,
.
.

.

-
-
-
- 

•
'
.
. 

• 

; 

• 

. 

• 

' 

1

•.

艰
を
見
て
ア
メ
リ
カ
が
援
叻
し
よ
う
と
い
う
態
葭
で
あ
っ
て
、
今
春
ま
で
い
ゎ
れ
，た
樣
な
、

R
本
丨
南
方
の
嚨
環
へ
の
注
ぎ
水
と
し
て
先
,

ず
ア
メ
リ
カ
が
援
助
す
る
と
い
う
の
と
は
違
つ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
た
於
さ
え
長
期
設
備
資
木
の
缺
乏
し
七
>
る
日
'本
に
と
つ
て
著
1
く 

.

本

_
續
あ
|?
-
:只
開
^

^
既
# ;
日
本
加
'0
:

^
専

：#
の
；輸
.职
吃
^
;^
循

證

滅

^-
«
期
間
©

1

/■
' 

fe
各M

執
の
傷
的
限
界
%:
_

沒
て
:>
啟
本
經
»:
當

聽

办

.急

場

め

間

 

。

-

.

.

.

.

.

 

-

 

-

 

-

 

.
,
.
:
.:
■ 

- 

-
. 

r
. 

, 

.

•:
: 

.. 

二
：
-.-': 

- 

•

こ
ぶ
名
高
い
こ
と
か
ら
い
つ
で
、
か
え
つ
て
高
く
と
も
直
ち
に
入
手
し
う
る
边
面
か
ら
輸
入
す
る
.方
が
.よ
い
と
い
う
よ
，う
な
^
に
も
な
る

_

_

_

_

_

_

 議

離
和
と
H
本
鸫
濟
.

.

.

:

•
 

:

,

. 

i

~
 

(
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七
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パ
日
本
の
鐵
爾
や
共
他
の
價
格
が
、

.

.
G • 

I

,

*
 

F、で
ア
メ
リ
カ
品
と
同
一
永
準
に
下
つ
た
ら
、
現
在
7 -
メ
リ
カ
狀
東
南
ア
ジ
ア
に
援
助
と 

、'

し
て
供
給
し
て
い
る
鐵
鋼
筹
の
肩
代
り
供
給
を
許
オ
。
'

現
密
の
_
狂
本
鐵
鋼
價
格
等
の
割
萵
が
輸
入
原
料
高
に
よ
る
と
い
う
1
な
ら
、，
東
南
ア 

ジ
ア
か
ら
比
較
的
安
い
原
料
を
調
達
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
の
が
_
ア
メ
、リ.
.カ
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
先
決
問
題
た
る
原
料
獲
得 

の
た
め
の
東
南
ア
ジ
ア
開
發
が
前
途
遼
遠
と
い
う
の
で
'は
ど
う
に
も
こ
の
時
«

的
ギ
_

々
ッ
ブ
が
-M
,
め
ら

れ
%:
い

こ

と

と

な

る
。

,

.

.
M

に
こ
こ
で
者
.

慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
、と
は
前
に
ィ
ン
ド
新
聞
の
.

論
調
で
.

紹
介
し
允
様
に
、
東
南
ア
ジ
ア
に
.

は
H

本
.に
對
す
る
警
戒
心
の 

.

.

み
な
ら
卞
、
ア
メ
リ
カ
.

の，バ
ッ
汐
の

.

下
で
H

本
が
進
沘
す
る
こ
と
を
新
し
い
帝
國
主
義
の
胗
と
し
.

て
#

域
す
：る傾
向
が
强
い
と
と
で
あ 

-

る
o

-

ま
太
弗
產
勢
力
に
近
接
す
る
國
ほ
ど
、
典
產
勢
カ
1

刺

戟

し

ま

い

と

し

，て
、

.

T

メ
リ
力
陣
營
ぺ
C D

加
入
を
躊
躇
し
、
中
立
維
持
に
專 

念
す
る
と
い
'

う
僞
ら
ぬ
賞
情
も
あ
る
'

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
發
P

A

- N
A

掘
僑
は(

.

右
の
都
情
I

述
べ
そ
、
ィ
ン
ド
や
、
ィ
ン
.

ド
ネ
.

シ
ア
、
ビ 

.

.

ル
マ
、.

マ
レ
'

丨
わ
み
な
ら
ず
、
フ
、ィ
リ
ッ
ピ
ン
の
キ
リ
ノ
大
統
領
ま
で
‘

於T

来
英
の
財
政
援
助
が
政
治
的
な
ヒ
モ
つ
き
な
し
で
與
え
.ら 

れ
、
か
つ
ア
ジ
ア
の
指
導
者
が
自
ら
そ
の
計
畫
の
支
廁
權
を
握
涔
こ
と」

.を
條
件
と
し
て
の
み
米
國
の
ア
ジ
ア
經
敎
統
合
政
策
を
歡
迎
す 

る
と
い
う
態
度
を
表
明
し
て
い
る
と
報
じ
、
.

ま
た
、
- M

寧
備
に
制
限
を
課
さ
な
■

い
講
和
條
約
の
下
で
の
、
米
國
丨
H

本一
M

南
ア
ジ
ア
開 

t
;

:
M

老
い
巧
#

記)

の
計
■

味

ね

雪

电

養

が

っ

汝

て
い
名J

と
の
現
地
P

批
評
を
傅
え
て
い
る(

朝
H

新

開

八

：
：！

 

5

。 

- 

:

.

し
か
も
こ
れ
ら
東
南
ア
ジ
ア
諸
國
は
何
れ
も
賠
償
請
求
國
で
あ
り
.

、
且
つ
第
一
次
大
戰
の
際
の
、下
：ィ
ツ
^

齡
す
名
英
佛
等
と
は
異
り
、
 

何
れ
も
H

本
よ
り
段
度
^

經
濟
水
雄
も
，低
，い
だ
け
に
、
日
本
の
經
濟
餘
力
を
賠
償
と
じ
て
强
<

要
求
す
る
立
場
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
日 

本
の
經
濟
餘
力
を
.
極
力
防
衛
力
と
し
て
動
員
し
た
い
立
.
場
で
あ
ろ
う
'

が

、
.
、
日
，
本

'

の
經
濟
餘
ガ
、を
め
ぐ
っ
て
兩
者
呔
微
妙
な
關
昏
に
立
つ
わ 

ノ
：
：
妙

：で

浓

る

。
：

^

償

志

式

と.拉

で

妫

菊

第

继

四

修

忙

、
荔

:

利
用
に
.供
給
す
名
^
ど

い

.0
だ
例
祐
赛
ぢ
れ
、
.廒

材

料

：を

賠

慕

求

國

が

：日

本

に

供

給

ル

1
^

も
の
上
な
る
糢
樣
で
^

る̂

が
办
冬
賠
償
は
相
手
が
重
嬰
汝
質
昜
帘
—

だ
け
：
^

*

料
加
工
の
品
同
の
如
何
に
ょ
つ
て
は
そ
れ
が
日
本
の
•正
常
質
易
に
食
い
繁
、
質
易
收
支
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
.し
て
、
，
そ
の
バ
ラ
ン
ス 

を
惡
化
せ
し
め
る
懸
念
が
あ
る
0
か
か
る
問
題
と
は
別
に
前
に
ふ
れ
た
ジ
ぐ
ン
ア
.■デ

ュ
ボ
ア&

は「

こ

の

，日

本

工

業

家

に

ょ

る

.
”
無

料 

^
エ
“

^
.
_限

が

終

っ

た

ぁ

と

も

原

料

を

供

給

し

允

諸

國

部

日

本

.エ

業

と

日

本

エ

_

家
 

1

^

1

0

1

:

以
.
土
の
如
；^<
'«

南
7

ジ

ア

■ .fi
t

場
と
の
：結
び
.

つ
奢̂

複
雜
.
に
し
：て
聰
難
：で
'

あ
る
。：；.づ
凌
多
講
和
に
：/̂
つ
て
裔
ら
さ
へ
れ
^

對
外
經
濟
關
が

ほ
.、
'

ィ
ギ
リ
ス
；を
始
め
.
と
し
て
石
が
國
^

競
爭
關
係
^

立
づ
，西
歐
氣
»

^

,

4

.ン
:1
±0

.

.

.

;問̂
題
、；：逋
商
條
綠
.
'>
.

龉
©

隊
保
督
艰
变
等
に
.

つ
.

•

'

• 

- 

• 

• 

‘ 

• 

- 

■ 

•
. 

■
:
. 

- 

- 

• 

• 

. 

•
•
•
•
•
• 

: 

•-

い
：
て.の
嚴
し
い
瞥
戒
的
態
度
、
:中

國

質

易

の

悲

觀

的

見

透

し

、

.

.歡

南

ナ

：ジ

ア

と
0

_
し

"
い^..
.び
つ
'き
.の
困
難
等
々
難
關
蕾
と
ハ' 
わ
ね
戈

f

 

‘ 

；
'

•

•

:

バ

.

^

.

ア
メ
リ
カ
と
.

の
.政
治
的
•

軍
^
的
結
び
つ
き
は
強
化
さ
れ
て
.

^

市
場
的
^

び
，つ
き
ば
加
え
.

つ
て
.

弱
化
し
J

著
び
づ
き
は
强
化
す
.る
が
、
.こ

一

れ

は

防

衛

唐

と

；い

ぅ

ア

ブ

ノ

丨

：

£
ル
，
建

濟

關

係

で
.、

日

本

經» -
の

著
^
良

立

條

件

ど

促

進

'す

翁

'
の
で
は
な
い
。
し
か
も
ア
ジ
ア
に
お
け
名
わ
が
國
の
自
然
方
經
濟
圈
で(

の
％
立
方
向
狀
：莉
，の
«

;

で
*>

れ
：ば
あ
る
.

1
 

ル
'
.に
，し 

て
.
危
險
な
：

「

經
濟
軍
事
化
'|
_

1
-0

道
を
再
.

#

線
り
崔
え
.̂
'可
能
性
は
濃
厚
と
な
を
の
で
あ
；
$

I
I

觀
と
片
產
«

一- 七
-
-
(

七1

九〕
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一.
.
.
.
.
.
.
.
- 

.

.

.•

.

.

.

.

.

.

.

.

.
-
-
-

-

• 

、«•
.

.

. 

 ̂

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

:.
〔

鬚

轉

':
-

'
か
^

V
: 

. 

. 

. ... 

- 

. 

, 

■ 

: 

. 

. 

- 

... 
' 
r
 

■■■
• :■:
.
 

... 

. 

- 

... 

, 

' 

- 

- 

■ 

- 

: 

- 

: く
.
.
.

す
^
民
主
化
政
策
に
始
ま
っ
た
が
、
■■
'
.冷
戰
の
展
開
比
當
初
の
■政
策
を
漸
次
變
質
せ
し
め
"ぐ
日

本

を

敗

戰

國

と
U
.て
管
理
す
名
こ
と
か
ら
、
 

む
し
ろ
& :

^ .
を
冷
撒
に
^
け
る
西
歐
陣
營
.のI

■員
と
：し
で
：馴
W
す
る
方
向
.：に
.向
っ
た
。
：.
.こ

の

占

領

政

策

の

大

轉

換

ほ

、
、
昭

和

一

■一

士一

年 

(

：|
九
域
七$
.
.
.
ー
ー̂

'^
ル
：
丨

)
マ
ン
.
r:

ド

グ
：
ト.ゆ
^
の
"宣

言

、
べ

同
.五
^;
ア
.メ
リ
ー
カ@
.
.ギ
：リ

シ
. ^
.
-.
ト

ル
.コ

援

助

、
，
：同

六

月
> 

1シ
ャ
ル
‘

■

プ
を
や
の
發
足
等
1
較
の
^ '
;

メ
：リ
カ
.世
界
政
策
ぬ
4
換
~
—
前
章
.で
.述
.べ
兔
冷
管
お
け
名
 ̂

~

の
.一
環
と
：し
て 

理
猝
さ
れ
な
け
^
ば

な

ら

ぬ

。

占

領

葉

自

體

一

4

つ
^
て
：

え

ば>
■
_

に
.故

民

生

的

改

革

の

：
段

階

は

戰

後

約
：：

1
¥:
:
め
す
ぎ
ず
I

勿
論

.. 

-

)

- 

.
ぃ'1
;'

:

■.-// - 

.

.

.

.
'
'
.
.
. 

. 

. 

• 

■ 

' 

- 

'

望
政
策
の
逸
行
は
そ
の
後
し
ば
ら
く
っ
V

い

た

が-
-

-昭
和
.一：.

一

十
一
.年

下

半

期

ょ'り

、

早

く, %

:.次
ぎ
の
，殺
階
へ
の
き
ざ
じ
が
現
れ
て
い
た
も

:の
：と
“

.え
ょ
ゲ
0
:咕

_
.ー
实
ー
'、雾

贫
 

ッ
ク
し
、
他 

方
銀
行
_
能
の
—
活
を
|

^
と
じ
ゼ
致
雜
產
-#
;
ど
：耳

大

資

本

の
.實

カ

楚

贫

を

廣

濟
^
て
：.行

ぐ

、.「

援

助

復

興

」

の

段

階

に̂

>

ぁ

る

ぅ

非»:
事

化

败

策

か

ら

か

本

經

濟

め

：

「

自
*:
1-
-
-
:
#
進

败

策

べ©
轉

換

は

、
眧
和
ー
ー
生

^

• 
. 

■ 

: 

.

■
■■...
 

- 

• 

- 

• 

-
•
•
•
•
. 

.

.

.

.

. 

-
C 

• 

• 

• 

••

桑

港

演

說

で

坍

自

と

な

り

ヽ

ン

日

本

從

興

計

畫

紙

.課
題
と
な
つ
た
。
と
(7
)
こ
.と
ほ
ポ
ー
.レー1
賠
償
訐
畫
--
:

@

rv
'

"
.̂
赔
償
計
琺
一
^
-三
0

^
の
賠
_
前
波
し
一
^
か
昭
和
1
1十1

苹
五
月
1
十
.

「

月
糊
櫸
さ
れ
、
.最
終
.報
^
故 

が
ら
、

H
.本
經
濟 

自
立
のH

E

的p

、
一
.
，
ボ
1
レ

1
案
ょ
り

?
-
るか
に
緩
和
ざ
作
た「

X-
-
ト
ラ
-イ
ダ
.報
吿J

:
〈

昭
和
一
1十
兰
'5
ーー
 
3
 

.
へ
■.の
轉
換
..の

中
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械
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懈
消
す
.^

し
、
そ
の
餘
剩
も 

出〈

て
'來
w
'-
'

°

或
れ&

舊
型&

處
も
出
：て來よう：。その

_

•

講
和
と
：！：本
經
濟
,

.

.

、

■ 

-
 

.
 

, 

, 

t

$
 

(

七1
1

七〕



rマ):
議  

1

H
HI
擧
符
雜
誌
笫
四
十
四
卷
第
十

II

號 

.

.こ

六

(

七
ニ
八

〕

，
能
_
す

名

膨

階

部

來̂
:
勿

論

最

高

嚴

術

表

菜

す

名

最

新

满
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；
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萬
^

も

出

來ょ
う
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な
ど
と
い
う
財
界
の
パ
ラ
色
の
夢
が
傅
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
來
年
あ
た
り
は

.
'-■
,日
特
需
1
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S
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に

埃

ろ
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い
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减
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ア
：
メ
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國

民

：生

產

の
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亦

^

度.0
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本

：の

年
^

本
の
鐵
鋼
の
年
間
總
生
產
額
を
ア
メ
リ
カ
の
一
工
場
で
生
産
し
て
い
る
と
‘い
■う
こ
と
な
ど
を
思
え
ば
、
ア
•メ
リ
力
が
國
防
生
產
の
協
力
を

'ぼ

本

に

期

待

す

る

程

度

も

知

れ

、
：
今

同

：の

朝

鮮

事

變

：の

_

の
如
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猫
办
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：冬

借

り

た

い

^
が
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ょ

う

だ

緊

急

事

, 

.

.

.

.

. 

-
-
'
.
.
. 

.

- 

-
. 

-
• 

•
-
.
.
.
- 

-
.
、
- 

.

ら
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ざ
知
ら
ず
、nz

本
，工
業
力
利
用
と
い
つ
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も
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角
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か
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考
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見
な
け
れ
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な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
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略

的

位

，遁

と
.「

人
的
資
源」

の
方
が
工
業
力
ょ
り
遙
か
に
價
値
が
高
い
で
あ
ろ
う
し
、
朝
鮮
の
停
戰
協
定
の
話
し
が
始
ま
る
と
、
日
米
經

:

濟

協

カ

の

重

點

が

特

需

調

達

：か
：
ら

東

南

ブ

、
ジ

ア

：開

發

：
に

移

行

し

.て#

づ
.
た

ゼ

ど
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意

味
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理

解

ざ

れ

名
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:

う
£

思

う

の’
で

あ

名

。
.
.
.

こ
れ
を
要
す
る
に
ア
メ
リ
カ
國
防
動
員
の
巨
大
な
大
動
輪
は
今
ま
で
徐
々
に
、
今
や
漸
く
ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
囘
轉
じ
始
め
、
今
後
は

益
々
加
速
度
的
に
物
凄
い
速
さ
と
力
で
囘
轉
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
日
本
經
濟
の
脆
弱
な
小
動
輪
は
漸
次
少
し
ず
つ
ア
メ
リ
カ
大
動
輪
に

ベ
ル
ト
で
つ
な
が
れ
始
め
て
い
^

.0
'
東
南
ア
.ジ
：ア

の

數

個

め

小

動

輪

に

か

け

ら

れ

名

ぺ
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ル
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へ
は
太
動
輪
か
ら
日
本
の
小
動
輪
に
.か

け

替

え

ら

れ

る

豫

觉

で

あ

る

が

.未

だ

こ

れ
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實
現
し
て
い
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.い
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ブ
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リ

方
の
大
動
輪
满
ー
^
瓦
三
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ろ
ル
ス
ピ
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ー
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囘
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あ
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。
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ど
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。
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澉
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あ
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.■ ■ \ 朝酢励亂奴前の不況 ’ 動跟後の生淹上界
中H戰讲 
屮の鑛X 
小糜彳}1数

昭扣24印. 
般高水準

その後の反落の 
iik m 水 增

昭和26句•: 
7J](A)

昭和26勺-: 
7J3(速報) 

(B)

B ,
A ofo

昭不丨丨12*- 
14冉ジ卜均

鑛 :n 業沽励 100.6C12JD 95.7(25平2月） 109.2 154.8 141.8 , 151.8
馏カ及びガス . 187.3C 同上) 167.6C 同 上 ） 180.0 • 287.7 116.8 189.8
鑛エ樂生糜 82,4(问上) 79.2(25印:1月） 94.5 148.4 151,7 ' 154,7

m 業 109.6(同上) 92.2(25ザ8 月） 114.4 128.2 112.1 135.5
舉造工業 79.8(同上) 76.6(25芈1刀） 92.2 144,4 156,6 166.7
M-r久品 . .卜::;:...': 112.6 200.6 1細

, 109.8(同上) 101.4(25 年.2 月） 182.9 188.7 142.0 163.1
機械. 134.1C4 JO 94.3C25^5；J) 107.3 225.6 210.3 23^.6

； 然業 117.0C12；!) 98.6(2か丨这月:) 80.1 161.6 189,8 127,6

: 謝 108.5(間上) 82.8C25 牟 4 乃） 114.0 160.9 141.1 140.1
.非耐久品 77.8 99.8 128.3

娥維 27.7(同上) 24,8(25 ザ1月） 41.6 65.4 133.2 107.6
、 化擧 92.3C同上） 90.6C M上 ) 124.6 165.7 132.9 180ぶ

ini'll 104.2C8 月） 60.1(25 屯2 月） 76.1 77.8 102,2 肌 7
. 印刷. 76.8CU^) 33.2(25 年4 月） 84.1 113.9 185.4 113.6

鑛工業生產梢數 0 推 移 CG . i l  • Q鸫济科取W ) 昭和7—U¥=lOi)
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^

け
て
何
れ
も
坐
產
指
數
が
傲
落
し
て
い
る
。
趣
に
深
刻 
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で
あ
っ
ぢ
の
は
機
械
エ
業
で
あ
っ
て
ノ
そ
の
戰
後
の
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ー
辦
パ
產
增
加
め
韻
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干
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四

月

で

、
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狻

备

月
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%
五

年

五

月

杧
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r
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か
ら
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方
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澜

低

さ
を
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し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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料
品

工
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も
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十
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五
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方
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低

下
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ァ

印

刷

に
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0
て
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ニ
ゼ
四
年
十
ー 

.に
月
か
ら
一

:一
ナ
玄
印
四
月
.に

か

け

て

半

分

以

下

に

指

數

が 

^

下
っ
て
い
る
。
月
別
指
數
で
あ
る
か
ら
季
怖
的
調
節
を 

f

し
て
見
な
け
れ
ば
.な

ら

ぬ部
！：

も

多

い

が

、
鑛

業

、

窯 

き

.業

、
幽
'-
#
、
.纖

''
*
は

何

れ%'
こ
の
'前
後
に
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六

％ 

部
の
生
産
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下
を
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し
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い
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に
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フ
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ぅ「

安
萣
恐
慌」

と一

般
に
い
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た 

o

:'
_
果
し
て
安
著V

*

ら

す

前
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と

し

て

：の
恐
慌
で
あ
っ 

C

/
た
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頗
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备
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'當
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需
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雜
誌
が
©十四卷笫十ニ號

退
と
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.

う
.

敦
现
で
'
購
賈
カ
減
退
_

が

問

題

，と

さ

れ

、

そ

_
の
原
因
が
デ
.

フ
レ
政
策
.
に
基
く
.
金
詰
り
.

と
い
う
現
象
紀
#

ら
.

歸
せ
ら
れ
て
い
た
が
， 

デ
ブ
レ
.

政

策

：は

基

本

的

あ

盾

を

衆

成

す

.

る

作

用

は

も

っ

た

が

基

本

的

矛
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そ

：の

i

の
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ン
ー
：
フ
，レ
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デ
？
レ
何
れ
の
政
策
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上
て
%■
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行
し
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來
た
冬
の
仏
あ
づ
^
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っ
ま
り
^
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片

述

べ

た

補

に
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の

援

版
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髮
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ズ

フ
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策
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っ
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國
妈

大
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の
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奪
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濟
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達

す
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か

ど

う

か

ど

い

う

と

と

.

ろ

：で.過

剩

生

產

恐

愤

の

：
き

ぎ

し

.

が
—

部
に
現
れ
.

て
來
て
^

4

t
り
昭
和
^
ヤ
1
1
1年

夏

頃

か

ら

电

小

企

業

の

沒

落

と

關

1

^.
っ
^
需

新
.の
.過
$

ぞ

^

金
屬
類
め
■
闇
値
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の
^
に
こ
れ
が
見
ら
れ
だ
の
^

お
る
。
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ド
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シ
^
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政
策
を
轉
換
せ
し

:め
、寫

わ

ゅ

震

本

主

義

：の
常

|

:
理
：化
を
通
じ
；て
：獨
并
赘
本
の
_

穠
と
そ
れ
、へ.
の
'
集
电
を
促
進
じ
把
：の
：で
あ
名
か
ら
、'
生
產
と
消
費
め
不
均
衡
^

い
う
邀
本
承
盾
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段
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笼

化

せ

し

..め

ら

れ

fc

の
で
あ
る
。
從
つ
て
•
{女
定
が
整
理
後
に
期
待
さ
れ
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よ
う
な
性
質
の
も
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な
か
つ
た
し
ハ
ま
た
-デ
ジ
レ
政
策
で
- 

袷
め
て.

T

時
的
にM

象
し
&

故

谧

と
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>

.ラ
よ
う
^

性
質
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.
.
t

の
^
奮

、.

轉
換
が
散
か
っ
^

啟
ら
ば
、
.
：

「

變
定
^ :

ど
；こ
ろ
：か
恐
慌
が
わ
が
國
經
濟
に
訪
れ
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械
一
六
湯
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名
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叾
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ぅ
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中
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い
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企
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し
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千
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て
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お
い
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い
て
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僅
か
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^
で
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六
月
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賃
銀
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差
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於
が
本
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三
月
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四
〇
％

へ
と
開
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を
擴
大
レ
て
レ
る
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で
あ
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'束
京
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神
奈
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に
つ
い
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安
本
.の
行
つ
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調
査
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つ
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濟
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械
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勞
働
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藥
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ず
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工
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の
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と
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り
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中
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業
の
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規
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勞
働
の
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ル
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産
業
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軍
的
役
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を
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し
て
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ね
に
臨
時
エ
の
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働
條
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下
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働
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條
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澗
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す
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濟
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萬
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ら
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。
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茛
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條
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條
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潤
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れ
る
か
ど
ぅ
が
と
い
ぅ
'
點
で
論
議
が
な
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
.
側
は
利
子
を
算
入
す
■る
場
合
は
自
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.
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。
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右
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|
|
爱

通
:;
0
:1 :
遍
1

^ :
1 -
嘗

: 1
凝

 ̂

へ
と
：

6
|&
路
打
開
は
民
需
使
用
制
限
、
•優

先

順

位

統

制

の

方

向

へ

導

ぐ

で

あ

ろ

ぅ

。
，特

需

は

元

來

輸

出

と

同

じ

く

外

貨

獲

得

を

裔

ら

す

べ

き

斧 

.ぁ
■

ぁ 

^

_
薄

^

_
軍
儒
1

謙
1 '
1 :
:

^
被
^

1

^
友

：1 :
敕
^

し—

本
印
六
月
求
现
农
將
貌
總
契
約
商
の
九
三
^
が
納
入
済
^

P対
し
て
支
拂
高
は
五
九
多
に
す
ぎ
ぬ
、と
と

——

ま
た
电
が
入
乎
さ
れ
て
毛
輸

V
が 

M
に
お
く
れ
る
；

J

と
等
の
タ
イ
ム
、•
ラッ
'ダ
の
イ
ン
フ
シ
効
果
等
の
諸
點
か
ら
見
て
軍
擴
經
濟
と
同
様
の
性
格
を
も
つ
も
の
’で
あ
る
。： 

v」

兀
來
國
丧
«
敗
奶
身
環
^ '
齋

:!
1
的
に
'は
國
^

^
满
^
得
播
衝
免
«
轉

し
^-
.
^
敗/.
1
>
;
^
^
:%
;
;̂
で
^

':
:
^
2
1
本
灘
_

杖
そ
；§
ー
循̂

^
: ^
_
屢

.產
纖
«

成
％
ぉ

-^
藝

.务
深
刻
動
_
盾
免
,

ハ

遺

毅

^ .
^

■
霉

：の■
質

吃
■

■
零

麓

.®
'の
：奮

、.勤

努

驗

の

：
.俾
■

|
靈

:'
,
.-,
:

:ぐ
ぐ
：:;
-
'

〉

：
^

-.
.ぐ
.
1 

. 

た
。
從
つ
て
總
體
的
な
資
本
の
蓀
積
は
贫
弱
で
た
え
ず
外
資
を
來
め
な
が
ら
、
內
部
的
に
は
歐
米
人
も
驚
::
-
<.程
の
.'.
ピ
ラ
;^
'>
ド
游
9
^
本
ン 

. 

隱

.
_
.'-
;
:へ.
:-
.:
'o :
歡
中
を
.な
レ
ど
げ
：

P
:

い
^
タ
貧
困
と
富
雜
の
兩
極
對
立
.が
.

^

<:'
"
廣
«

に
存
扭
^
^
 ̂

' t

.- :
.'l 

;

•

、

な
が
ら
、
下
か
ら
上
へ
、
結
局
は
巨
大
資
本
に
剩
餘
を
，吸
い
上
'げ
ら
れ
■る
機
關
に
す
ぎ
な
が
つ
た
。

一:-
:
;:
:

:
.

:

;

/
;■
'

:

;:
'
、
.

>」

.
0

樣
&

|

|

^

^
卞
^

行
わ
£

た
'
經
濟
循
輝
は
、
_

民
生
鋪
の
#

^

^
 

'
 

'

:

■') 

¥

:
--
■

"

0

國
民
大
衆
が
貧
困
で
國
內
市
場
.
默
狹
い
^

ら
，'
:海
外
#

場
：へ.
.過
剩
の
拗
？
：を
求
瓜
_

^

故
ら
 ̂

.

.

:

' 

そ
の
.

購
贸
カ
は
國
家
財
政
で
あ
り
.
從
つ
て
そ
の
溆
泶
は
-
税
金
、
あ
名
い
は
ィ
ン
フ
レ
に
ょ
る
大
衆
食
捋
て
あ
る—

に
求
め
ね
ば
な
ら
な
.

'

一
.
.,

.

い
。
國
民
•の
：貧因

.一
-
-

方
丨
ゐ
‘

^

^

バ
士
を
武
器
^

-̂

て̂

輸
出
プ
^

民
生
洁
だ
犧
牲
為 

'

:

'

ベ
/

A
J • - 

- 

• 

.
-■

.
 

. 

• 

: 

. 

. 

. 
- 

- 

. 

■--'•■■■• 

-
 

•
 
•
 

.
 

•
 
.
 

r 
•-
 

,

特
に
こ
こ
で
は

「

饑
餓
輸
出」

と
呼
ぶ
。

_
 

: 

,
 

-■ 

.

.

1霞

、
.
'
:
:
:■
■

•

,
,
 

'
 :

窜

被
>:
'
.饑

娥

輸

出

釔

通

じ

て

：獨

杏

斷

灌

を

求

柃

る

經

勝

循

_
が
、
鐘
民
生
活
(0
:
苒
ゼ
產
ー
の
^
め

.0
'

た
。
と
の
場
合
軍
需
と
鐵
敗
輸
出
は
相
友
補
完
關
藤
：に
立
^
て
_
:い
：た
？
«
儒
め

:̂
め
^

 

:
.;
-|

l

ニ

.
:'
-
.
1

,
 

内
の
チ
ー
プ
•

レ
ー
バ
ー
か
ら
植
岚
地
民
族
の
チ
ー
ブ*

レ
ー
バ
I

に
擴
大
.

さ
れ
た
。
こ
ぅ
し
て
國
民
生
活
の
允
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
か

.ウ.

-;
.

.•■•

. : 

: 

.
V
I
H 

.. 

..
 r
,
- 

<
:
•
.
*
.
.
.
.
.
.
.
.
.

パ：
.
.
.
.
' 

' 

•
. 

.

.

.

.

,

ノ 

, 

ら
遊
離
し
た
經
濟
循
環
は
、
他
民
族
の
生
活
を
も
犧
牲
と
し
て
、
，東
瓶
地
域
に
そ
の
活
動
場
面
を
擴
大
し
'

て
.1?

つ
た
の
で
あ
->
>

。
以
上
は

V, 

. 

,
 

. 

H
本
經
濟
が
軍
阖
主
義
的
と
な
づ
仁
內
部
構
造
で
あ
る
。 

▼ : 

■ 

^

マ
：

-

-

, 

,

:
|
_

醫

：び
式
の̂

て

'
, 

ノ 

，
備
し
て
講
和
を
迎
兑
る
べ
き
で
あ
つ
^
と
考
え
名

0 
士
こ
'ろ
が
遺
憾
乍
ら
經
濟
民
主
化
は
こ

©-
內
部
_
造
の
矛
盾
を
极
本
的
に
解
決
す
る

、

ノ 

「

-

i

•
本

經

济
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、
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.

I
l
i

舉
龠
灕
詖
第
四
十
妈
卷
第
十

fi

號

‘ 

四

六

(

七
四
八

)

.

に
至
ら
ず
、
む
し
ろ
其
後
の
冷
戰
，の
深
刻
化
は
わ
が
國
に
阶
衞
基
地
と
し
て
の
復
興
を
求
め
る
こ
と
士
な
り
、
戰
前
の
鞲
造
的
特
質
を
*再 

現
し
っ
っ
經
濟
軍
?]
4
.化
の
方
向
を
迪
る
こ
と
と
な
.

っ
た
。
以
上
の
分
析
■
で
明
.
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に(

一)

國
尻
虫
活
の
W

生
產
的
循
環 

■■
.
:
;
'
-を
_

寒

雇

，
消
費
財
產
業
籍

U

輸
出
よ
”

も
國
内
i

と
16
;

給
す
る
多
く
の
中
小
企
業
戀
文
れ
に
坐
產
財
を
供
給
す
る
生
産
め
系
列
が
1 

_
:通
め
■

處
水
あ
：筹
、ナ
'0
:-
^

''
-.'
顏

财
_

門
0

盡

が

跛
_

的
き
膨
脹
把
卷
瀬
向
；き̂

名
况
經
濟
馨
舶
難
よ
：各
齡
歡
塑
迫
は
世
振
的
問
題

か

大

砲

か

」
.A}、

い

う

こ

と

か

ら

「

バ

タ

ー

と

大

砲

，の
兩
，
方

を

」

，と

い

う

ゥ

ィ

ル

ソ

ン

長

官

.の
提
唱
す
る
動
員
方
式
.̂r

前
述
の
様
に
經
濟 

:

.
3
:̂ ^
が
單
^
:^
均
等
^
1
の̂
^
か
^

_

«部
麗
造
的
_
不
均
衡
ど
»
生
產
.，
：；る
寒
程
^:
-

^
:£
:
:と
を
風
も
^
^

;夯
ま
如
ク
_

£*

调
地
鲞
朱
« ;
»

料

市

場

、
：
：舨

寶

_

嚴

»
权
欢

下
に
.薄
し
く
資
本
蓄
積
條
件
を
惡
化
さ
•せ
て
い
る
戰
後
の
わ
が
國—

い
わ
ば
國
際
的
中
小
企
業
的
地
位
に
お
ち
把
わ
が
國—

に̂
お
い 

て
は
こ
の
不
均
等
と
不
均
衡
の
激
化
は
灯
を
見
る
よ
り

明
ら
热
で
あ
ろ
、う
。
‘今
m
で
は
か
っ
て
各
國
そ
れ
ぞ
れ
の
內
部
で
行
わ
れ
た
軍
需 

負
-'
»

^
'%
.の
«
需
雷
避
響
^
8
|时
杧
鑛
太
洛
れ
、
*

カ
§
^

ら
：從

屬

的

齋
_
^-
令
©:
^

た

そ

の

内

部

に

，お
い

'

て
こ
れ
は
3 2

大
資
本
か
ら
中
小
企
業
、
農
民
、
努
働
者
へ
と
轉
嫁
さ
れ
、

「

し
わ
よ
せ
.

J

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て 

^

^
避

濟

善

媸̂

康

ぇ

る

揭

邊

：が
.重
—
文

嘴

食

如'»
れ
_

;-
:
<
-
^
各

^

«

#

<

社

會

取

こ
と
を
こ
こ
に
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
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九
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ニ
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へ
ぐ
ず

■-
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.
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.
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.

.

.

.
-
.

.
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.
'
-
-
.

：.
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.ぐ.
.
.
.
.
.
•
•
.
*
.

,'
'
.:,
•-
.
-
; 

, 

.
•
-
-
. 

.-.

一
.
’ 

■ •

.

;

.新
大
陸
の
發
見
以
後
急
速
に
伸
張
し
た
國
際
貿
易
に
依
つ
て
、

ア
ソ
ヴ 

3:

ル
ス
は
ブ
ル
ー

ダ
ユ
に
代
o

f

商
業
の
一
大
中
心
と
な
つ
た
。
卽
ち 

V

:'

敗
.

^

六
10
:
;
紀
の
；ア
：>
^

^

ル
.
ヌ
：は
广̂
^

歲
と
し
て
、
或
ひ
は
ヨ
ト
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
，三
大
商
業
幹
線
の
¥

點 

ノ
-'
:
.:.と
1>
哭

» 1
著
ゲ
^

^
演

ザ

杏

ど

同

時

：に

'>
#
陸
地
方
必
-«
-
'か
.が
龙 

坐
產
物
の
集
散
地
と
し
て
も
亦
f

な
活
骶
を
蛊
し
、
四
-p.
年
代
に
^
ん 

‘/ 

.
て
旣
に
年
間
の
輸
出
額
は
、
全
低
隨
地
方
の
そ
れ
c >
-

約
八
割
に
達
し
，た
。
.
.

•
轍
沘
骷
に
は
、
ィ
タ
リ
ー
の

綴

物

•
天

餞

絨•
そ
の
他
密
侈
品
、
ド
ィ 

ッ
の
綾
織
綿
相•
 

i
酒
、
北
歐
の
小
麥
、
フ
ラ
ン
ス
の
.葡

葡

酒

•
染 

料
.
.鹽
、

ス
ペ
ィ
ン
の
竿
毛

•
葡
萄
酒
、
ボ
ル
ト
ガ
ル
の
番
料
、
ィ
ギ
リ 

ス
の
平
毛•

毛
織
®

>
が
あ
り
、
M

极
商
品
の
I

な
^

に
お
い
て
茁
に 

未
曾
有
で•あ
.つ
た
。
' 洵
に
第
十
六
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
經
濟
满
動
に
對
し 

.ア
ン
グ
ル
ル
ス
が
與

{

た
影
響
は
極
め
て
大
き
く
、
複
雜
众
商
藥

!1
-係
を 

媒
介
と
し
て
そ
と
に
集
め
ら
れ
た
瓦
大
な
赏
は
、
.諸
外
國
商
人
の
活
動
と

笫
十
六
佌
紀
ァ
ン
ヴ
ェ
ル
ス
に
お
け
る
商
業
と
'
道
徳
.

,

.
相
俟
っ
て
^

-の
都
市
の
名
聲
を
高
か
ら
し
め
た
.の
で
あ
つ
た
。

，

,
と
0.
や
ぅ
な
事
情
は
ヽ
然
し
新
敎
.の
®

に
と
：っ
て
最
適
の
環
境
で
あ 

.
っ
た
。.
.藎
し
そ
れ
は
商
3:
'
業
が
發
達
し
.た
；塌
所
に
：お
い
弋
最
も
歡
迎
さ
れ
.'
'
. 

■
た
か
ら
で
あ
.る
。
特
构
國
際
都
布
ァ
ン
ヴ
.エ
ル
ス
は
新
敎
徒
の
進
出
に
と 

っ
て
絕
好
の
場
所
で
あ
っ
た
。
■ル，ダ
タ
ー
派
は
一
五
一
八
年
以
來
ア
ン
ガ
.、

/

塒
こ
の
都
抱
に
發
生
し
’っ
っ
あ
っ
た
無
產
階
漱
の
間
t

滲
透
し
て
行
っ
' 

J
f°2
す
等
の
ぅ
ち
に
は
、
街
頭
に
迤
出
し
て
敎
義
の
直
傅
に
從
ふ
者
も
あ
'
.

'
っ
た
が
、
(|
-
/
局̂
の
忌
諱
に
觸
れ
て
處
1|
さ
れ
た
^
も〕

少
な
く
な
く
、規
に
.

年
^

■'
■:'
'
'
'
.
:-
,
,
'
當
局
に
银
る
死
刑
の
威
#
ぬ
:^
拘
汰
?>
--,ず
'>
低
險
地
苏
南
部
の
エ
業
地
帶
：
. 

.

に一

五
ニ
五
年
以
來
傳
l
bi
、一

芄
六
一
年
に
は
，ア
ン
ハ
ザ
^
ル
ス
そ
.の
他 

に
敎
會
を
持
ち
、
新
興
階
級
を
徐
々
に
掌
握
し
っ
っ
あ
っ
た
0.
ヵ
ル
ダ
.
.

ィ
..'

-

*;
'

:
:
:
:
ン
派
ば
職
»
の
尊
|

视̂
益
.の
擁
齋
々
標
顧
^
'
.
;
義

誉

^

^
嶺
に
获
• 

っ
て
ハ
一
五
五
〇
年
以
來
低
陸
地
方
に
急
連
に
擴
ま
っ
て
行
っ
た
。
そ
し 

/

て
一
五
六
〇
牢
に
は
旣
に
贵
族
の
一
部
に
熱
心
な
数
同
を
得
た
の
で
あ
る 

特
に
ア
ン
ヴ
エ
ル
ス
は
低
陸
地
方
に
お
比
る
ヵ
ル
グ
ィ
ン
锨
の
，
一
大 

.
中
心
と
し
て
2r
l
き
を
な
し
、
受
洗
の
た
め
近
郊
か
ら
集
る
人
4-
多
-<
ヽ
日- 

:
.ー:,
,
-
:
々
.濟
大
お
る
；5
.ダ
丨
派
や
1

$

^

*の

勢

ヵ

名

顧

：
ん

^
'す
ソ
；げ
;5
.
一
 

ル
ス
の
力
，ル
ヴ
ィ
.-
ス
ト
は
と
の
都
市
の
调
業
沽
励
に
觉
大
な
影
響
を
與 

.

.へ
ず
に
は
措
W
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

■

然
し
な
が
ら
第
十
六
世
紀
ア
ゾ
ヴ
-E
.:ル
ス
の
大
商
人
は
そ
の
事
業
遂
行
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